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結 核 專 門 雑 誌

BeitragezurKlinikderTuberkuloseBand85.Heft51934

膨 脹 不 全 卜肺 結 核 症

FellxFleischner:AtelektaseundLungentuberkulose .

肺 結 核 症 ノ場 合 ノ膨 脹 不 全 ・・、幼年 及 ビ少 年時 代 デ ハ

腫脹 セル肺 門 淋 巴腺 力'氣菅 枝 ヲ狭 グ シ、爲 二此 氣菅 枝

二 壇ポ勺 レ肺 葉 が膨 脹 不 全 トナ ル。此 状 態 が屡 ζ肺 浸 潤

或 ・・弱結 核 性 浸 潤(Epituberku16selnfiltration)像 ノ基

トナ'レ。 多 旦 ・肺 出血 が、時 二急 劇 ノ廣 汎 ナ膨 脹 不 全

ナ起 ス。 慢 性 ノ肺 結 核 症 デ ・・、多 ク ノ場 合 者 明 ノ戯候

ナ ク シテ、慢 性 ノ廣 汎 ナ虚 脱 が現 ・・レ、 之 ニ ヨ リ完 全

ナ ルー 側 ノ陰 影 が現 　 レ、叉 縦 隔 膜 が病 側 二高度 ノ樽

位 ヲ示 ス 。 此 像 が屡 ζ誤 ツ テ 肋 膜 牧縮 ノ結 果 ト見倣

サ 切 レが、然 シ肋 膜 ハ多 ク ノ場 合癒 著 がナ イ。

氣 胸 ノ場合 屡 く病 肺 葉 二、雛 械(Anschoppung)ヲ 件 フ

歴 迫 性 膨脹 不 全 ト吸牧 性 膨 脹 不全 トが起'レ。之 ハ形 ノ

上 テ ・・結 核 性 浸 潤 ト殆 ト匠 別 出來 ナ イ ガ、然 シ之 ト間

違 フ'レコ ト・・無 イ ト云 ツ テ良 イ。多量 ノ肋 膜 滲 出液 ハ

結 核 症 ・場 合、高度 ノ牧縮 ト硬 結 ヲ起 ス トコ ロ ・閉 塞

性 膨 脹 不 全 ヲ起 ス事 力稀 デ ・・ナ イ。廣 汎 ナ肺 尖 膨 脹不

全 ハ髭 漬 ト牧縮 トニ ヨ ッテ、鎮 骨 下 領 域 ヲ肺 尖 部 二移

動 セ シムノレ。 急 性 期 二空 洞 及 ビ大病 竈 ノ下 流 域 二、圭

ト シテ雛積 ヲ呈 ス ル1膨脹 不 全 が現 レル。肺 葉 ノ境 ノ附

近 二達 セノレ空 洞 ト空 洞 化 セ ヌ ノく病 竈 へ 此 肺 葉 ノ邊 縁

二膨 脹 不 全 ヲ惹 起 ス ル。

廣 汎 ナ硬 化特 二上 野 ・硬 化 ハ、氣 管枝 ノ結 核性 搬{良性

閉 塞 ニ ヨ リ、吸 牧性 膨 脹 石全 ノ主 ナ ノレ原 因 トナ ル。 腫

脹 セ ノレ淋 巴 腺 ノ腿 迫 二依 リ、又 ハ淋 巴 腺病 機 力氣 管 枝

壁 二侵 殖 シテ、主 氣 菅 枝 或 ・・肺 葉 氣 菅 枝 が閉 塞 サ レル

コ ト、 叉 小 氣 菅 枝 が肉 芽組 織 、 分 泌 液 、 血 液 、搬 痕 牧

縮 屈 折 等 ニ ヨ ツ テ閉 塞 サ レノレコ トが、ア ラユ ノレ吸 攻 性

膨 脹 不 全 ノ動 機 トナ ノレ。

膨 脹 不 全 ハ淋 巴 及 ビ血 液 循環 ノ障 碍 、牧 縮 及 ビ膨脹 不

全 性 肉墜 ニ ヨツ テ、結 核性 病 竈 ノ蔓 延 通 路 ヲ閉 寡 シ、

叉 ハ結 核病 竈 ノ壁 ヲ構1戊 シ,泊 癒 ノ作 用 ヲ露 ス。 多 ク

ノ場 合 二於 テ,膨 服 不 全 ハ之 二昭 ラナ イ領域 二於 テ、

代 償 性 伸 展 ニ ヨ リ空 洞 ヲ械 張 シ.更 二撒 布 ヲ援 ケ、 叉

器 械 的 抵 抗 ニ ゴ リ敢 縮 努 力 ヲ弱 メ ル。

「レ ン トゲ ン」學 的 ニ ハ廣 汎 ナ 膨 脹 不 全 ハ
、 多少 ノ場

合 、 他 ノ愛 化 ト容 易 二匠 別 サ レル。限 局 性 ノ膨 脹 不 全

ノ・、 一 回 ・撮 影 像 デ ハ確 實 ニ ハ 認 知 ス ル事 ハ 出來 ナ

イ。完 翁ナ ル陰 影 ノ均 等 性 及 ビ恐 ラ ク幾分 陰 影 ノ強 サ

が少 ナ イ事 が膨 脹 不 全性 髭積 ヲ考^サ セ ル。適 雷 ナル

像 列 ヲ注 意 ンテ分析 ス,レ事 ニ ョ リ、限 局性 無 無 肺 ヲ決

定 ス ル事 が出 來 ル。卯 チ均 等 ナ ル陰 影 が肺 尖 トカ、 病

竈 ノ下 流 トカ、肺 葉 邊 繰 トカ ノ好 獲部 位 二急 二 出現 ス

ァレコ ト、急 二取 縮 スル コ トデ、 而 モ聴 診 饅 温 、 赤沈

等 ニ ヨ ツ テ蔓 延 ノ微 が無 イ ト云 フ場 合 デ ア ル。

(東 京 市療 、 中 田抄 、

肺 結 核 症 握 過 二封 ス ル膨 脹 不 全 ノ意義 二就 テ

Po1.N.Coryllos:UberdieBedeutungderAtelekt-

aseftirdenVerlaufderLunger,tuberkulose .

虚 睨 及 ビ氣 管 枝 閉 塞 ハ膨 脹 不 全 ヲ來 シ、無氣 状 態 トナ

ル タ ノニ抗 酸 性 菌 ノ螢 育 ヲ終 止 セ シメ ル。虚 脱 力●完 全

デ ア レバ ア'レポ ト、叉 酸 素 ノ吸 壊 が徹 底 的 デ ア レバ ア

ル ポr、 結 核 菌 二封 スル作 用 ノ・強 クナ ル
。

結 核 菌 ハ著 シ イ好 氣 性 菌 デ ア'レ事 實 ・・、結 核性 及 ビ化

膿 性 腫 瘍 ト ノ治 療 二、根 本 的 ノ差異 ヲ生 ゼ シメ ル。 化

膿 性膿 瘍 ノ場 合 二行 ハ レノレ早 期 ・切 開 及 ビ排 膿 ハ、結

核症 ノ場 合惟 害 ヲ來 ス。

幼 告結 締組 織 ハ酸 素 鉄 乏 状 態 デ ハ、速 力 二成 熟 シ且 ツ

登 育 ンツ ・アル組 織 ハ 高 度 ノ抵 抗 力 ヲ 示 ス モ ノデ ア

,レ。 結 核症 ・・結 締 組 織 ノ疾 患 デ ア リ、血 管 ノ髪 化 ハ早

ク カ ラ起 リ、叉 結 核 結 諮 ・・本 來 血 骨 ナ キ構 成物 デ ア ル

カ ラ シテ、肺 虚 脱 及 ビ膨 脹 不 全 へ 結 核性 愛 化 ノ治 癒

二於 ケ ァレ結 締 組 織 ノ獲 育 ヲ有 利 ニ ス ル モ ノ デ ア ル
。肺
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結核症 ノ場 合」安 臥 或 ハ虚 醗 ハ 罹 患 部 ノ循項 ヲ著 シ 〃

制限 シ、 之 二因 リ生 ズ ル トコ ロ ノ酸 素 ノ鉄 如 が・結 核

菌 ノ新 陳 代謝 二著 シ キ彰響 ヲ及 ポ シ、其 結 果 一・過 性 或

・・持績 的 二結 核 菌 ノ費 育 ヲ阻止 ㍗ ㌧ 酸 素 妖 乏及 ビ無

魚魅態 ノ蟹 生 が結 核 菌 ヲ撲 滅 ス ル 本 質 的意 義 ヲ有 ス

ル ト考^ラ ル。(東 京 市療 、 中 田 抄)

隣接膿 器 ノ障 碍 ヲ俘7高 齢 者 ノ縦 隔 賓 淋 巴 膿 内

ノ硬 化性 及 ビ破壊 性 作 用

AlfredArnstein:IndumtlveundZerfallsvorgdnge

indenmediastinalenL>'mphkn・tenimh6heren

AltermitSch註diguagderbenachbarienOr8ane・

2.Teii:KhnischeBeobachtungen.

本研 究 ノ病理解 剖 學 的 方 面 ・・、同巻 ノ前 號 二蟹 表 サ レ

テ居 リ、 本 篇 ・・其 臨 肱 的 観 察 二關 ス,・凝 表 デ ア ル。

老齢 ノ結 核性 或 ノ・炭 粉 沈 着 性 ・縦 隔 責 淋 巴 腺 硬 化 或

ハ軟 化 ニ ヨル病 像 ノ・、非 常 二 多種 多 様 デ ア ル。 老 齢 期

ノ診噺 バー 般 二困難 、多 ク ノ場 合 臨 林 上 ・徴 候 ノ各 々

ヲ充 分 二顧慮 シ テ、或 程 度 ノ確 實 性 或 ハ少 ク トモ蓋 然

性 ノ診 噺 ヲ下 ス事 ガ 出來 ル。 此 際 圭 ナ ル徴 候 へ 左 側

ノ喉 頭回鑓 紳錘 麻 瘍 、「レ 》 トゲ}」 ニ ヨル食 道 ノ漏 斗

状 牽縮 ノ設 明、 黒 色 ノ喀 疲 ドー個 ノ同 一肺 二於 ケ ル肺

炎 ノ再 現 等 デ ア ノレ。 類 症 鑑 別 ノ・徴 候 ザ 多種 多懐 デ ア

〃 メ、 困難 デ アル が、就 中高 齢 期 二屡;現 レ'レ氣 菅

枝癌 トノ鑑 別 ハ 困難 デ ア ル。(東 京 市療 、 中田 抄)

結 核 患者 喀疾 ノ石 荻 含 有 量 二 關 ス ル 研 究

SandorPuderundTibOrHerczog:Untersuchungen

U'berdenCalciumgehaltdesSputumsvonTub,r.

kUl6sen.

Erd6sノ 徴 量測 定装 置 ニテ、 喀 疲 中 ノ石 灰 ノ量 的 璽

化 ヲ測 主 シタ。肺 蛮 ノ新 シ キ 病 的作 用 ニ ゴル膿 性 喀

疾 中 ニハ、 石 灰 ハ39。4竈 ・。現 ハ レ、 慢 性 ノ場 合 ノ膿

性喀褒 中 ニ ハ石 灰 ノ・少 ナ 仁 結 核 患 香 ノ喀 褒 ト非 結 核

患 者 ノ夫 レ ト比 較 ス ル ト、非 結 核 患 蕎 ノ石 灰 量ハ た盟

結核 患者 ノ場 合 ノ牛 分 デ アル。

結 核患 者 ノ喀 疾 ノ大 部 分 ・・膿 性 且 ツKoch陽 性 デ、

極 ク少 数 例 ヲ除 キ、空 洞 力 ラ出 テ居'レ。 氣 菅 枝 据 張性

ノ喀疾 モ膿 性 デ ア ル.非 結 核 患 者 ノ喀 褒 中 デ モ、農 性

ノモ ・ハ大 量 ノ石 灰 ヲ有 シ、 粘 液 性、加 答 見 性 ・モノ

ハ著 シク石 灰 ザ少 ナ イ。

此事 柄 カ ラス ル ト、圭 トシテ膿 性 ノ喀 夜 或 ・・其 中 二存

在 スル 白血 球 が、有 機 饅 力 ラ排 出 ス ル石灰 ヲ敢容 ス ル

コ トガ解 ル
。 結核 症 ノ場合 、病 的 作用 ノ活 動 ト共 ⇒培

録 謝

加 ス ル肺 臓 ヨ リノ高 度 ノ石炭 排 泄 ハ、組 織 破 壊 卜共 二

現 レル酸 化 ト蘭 係 ガ ド・し。 煉 」」、市療 、 中 田 捗 ノ

賀 駿 的 結 核症 二 於 ケ ル 「ア レル ギ ーJノ 解 剖 學 的

翻

Z.ZeylandundE.E)id、ecka・Zeyland:Dieanatomis・

chenGrundlagenderAllergi(・inderexlerimentellen

Tuberkulose.

40匹 ・'く竺鼠 トli匹 ノ家 兎 η川 ヒ、JC竺 鼠 ニ ハ2琵

ノ液 器 二BCG2{D竈 ノ菌 ヲ含 ∴ モ ノヲ腹 腔 内 二注 射 シ、

りヘ ル ワ リ ンア レル ギー 」ヲ 起 サ セ タ、'ツ ベ ル グ リ

'反 魅 陽 性 ニ ナ ル迄 ノH敬 二多少 ・差 ・・ア ㌧ ケ レ ド

モ、6週 後 ニノ・全 部 陽性 コ誼 明 ・:!z此 ・ア レILギ ー」

天 竺 鼠 ト封 照 天竺鼠 ・右 下肢 ノ皮 下 二、0.5耗 液 饅 二

〇.05竈 ・牛 型 強毒 結 核菌?含 ム モ ノ ヲ注射 ン、 差1、1

ケ 月後 二全 部 ヲ殺 シ タ。

家 兎 デ ・・「ア レ'レギ ー:出 現 一 用 ヒタBCG菌 量 ・・、

2蛯 ノ液 饅 二10種 ヲ含 ム モ ノデ、 之 ヲ耳 静脹 二注 射

シタ、 轍 匹 二就 テBCG接 種 後2ケ 月 後 ラ'・・肺 臓 二、

何 等 璽 化 ナ キ コbヲ 確 メテ カ ラ、BCG接 種 後3ヶ 月

後 二牛 型 ノ最 強 毒 性 ノ結 核 菌 ヲ、2種 宛 再 ビ静脹 内 二

注 射 シ、2-3週 後 二殺 シs.

其 成績 力ラ シ子、「ア レ・レキ ー.状 態 ニ ナ ツ タ後 ト、 非

「ア レル ギーご状 態 トガ有 毒 性 結核 惑 染 一 封 ス レ差違

ハ、 質 的 ノモ ノデ ナ ク量 的 ノモ ノデ ア レ,即 千 「ア レク

'レギー・」動物 デ ハ封 照 動 物 二比 較 シテ、 初 期 隻 化 群 ノ

套 生度 ガ輕 徹 デ、メ.撤布 竃 ・ゴ僅 少 デ ア,・ ト云 フ事 が解

ツタ.叉 此 成績 ハ 同時 二、1ア レル ギー、ノ登 現 二用 ヒ

ヌBCG菌i、 後 二起IL結 核 症 二者 ・ ク掃 制 的 二作

用 ス ル コ トヲ識 明 シタ。 東京 市療 、 中 田抄)

再 胸 廓 成 形 術 二 關 ス ル経 駿

D6nesSze16czey:Erfahrungen種berF甜e、onRe-

thorakoplastik.

脊髄 ノ附近 ニア ・レ空洞 へ 特 二夫 ガ肺 尖 内 一 在,レ場

合、 屡=胸 郭 成 形術 ・侯、 脊桂 膿 、横 突 起及 ビ胸 桂 側

肋 骨塙 トニ ヨ リ構 成 サ,レ 石動 ノ角 内 二、固 定 セ ル淺遺

腔 ト ンテ寝 ・・事 ザ ア'・e此 磯遺1ニミ・・第 二 次 手 術 二k

ツテ、再 生 部 ト脊桂 剛 肋 骨 塔 ト ノ切 除 及 ビ胸 骨 側 肋 骨

端 ・切 除 ト共 二、寝遺 腔 ・存在 ス,疏 鰐藏配 ヲ育柱 力 弓

肋膜 外 二於 テ剥 難 「 ル場 含 ニ ノ ミ 消 失 一 レコ トイ出

來 ・レ。前 与二存 在 ス,レ過度 二夫 キ イカ或 ノ・小サ でザ前

方 デ癒 著 シ テ緊 張 セ,レ上葉 ノ空 月 へ 普 通 ノ脊 桂 側 胸

廓 成 形術 二俵 ソテ ・・常 二清 失 ス ・ワケ`?'ナ ワ.9uI
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カ ラ 皿、場 合 ニ ヨ ツ テハm)IMI・ ノ胸 骨 端 二 固建 セ ル大

小 ノ残 遺 膿 トシ テ 残 存 スル 、 之 ヲ溜 失 セ シム ル爲 ニ

ハ、 修 正 手術 ニ ョ ツテ1ヵ ラll、場 合 二 冒 ッテ ハ 皿肋

骨 ノ胸 骨 端 ヲ 完4』 二 根 コ ソ ギ ス'レ,llh'無 條 件 二必 要

デ ア ル。 永 イ間 ノ縄 過 ニ ヨ ・ソ テ 肺 ヲ萱 フ テ'レ腓 腫 肌

・軟 部 力●、虚 脆 ・敏 襲 ヲPllゲ、 修II三手 術 二=ツ テ強 直

セ ル軟 部 ヲ除 去 スル場 合 二 ・ ミ充 分 一1・JレII蹄とヲ得'レ

コ トカ●γ'レo

故 二残 遺腔 ヲ残 サ ヌ様 二 λル ニハ、騒 初 ノ戊 形 術 ヲ行

フ場 合 、以 上 ノ事 ヲ充 分 二考 慮 セ ネ バ ナ ラ ヌ。 仰 チ 督

柱 二近 イ空 洞 ノ場合 へ 骨 性 胸 廓 ヲ出 來 ル グケ挾 〃ス

ル コ トデ 滞 足 セ ズ、夏 二肺 ヲ脊柱 力 ラ剥 離 セ ネバ ナ ラ

ヌ。 上葉 大 空 洞 特 二肋 骨 ノ胸 骨 端 二 癒 著 セ ル場 合 ニ

ハ、第 一 第 二肋 骨 ヲ除 去 ス;レが良 イ。 肺 尖 空 洞 ヲ確1賢

二消 失 セ ンム ル ニ ハ、成 形 術 二加 フ'レニ、 肺 尖 剥 離術

ヲ行 フが良 イ。 経 過 ノ古 イ場 合 二、第 二 次 戊形 術 ヲ行

ハ ズ ニ濟 ス ニ ・・、弧 直 匂 レ腓豚 髄 ヲ取 リ除 ヵ ネバ ナ ラ

ヌ ∩

胸 廓 成 形 術 ノ トキ、兎 二角 第 十肋 骨 マデ 除 去 スル ト云

フ事 デ満足 セ ズ、空洞 ノ位 置、 病 機 ノ種 類 、 肋 膜 ノ状

態 等 ニ ヨ リ手術 ノ手技 ヲ精 密 二列 噺 セ ネ バ ナ ラ ヌ。

(東 京 市療 、 中 田抄)

痕 跡 的 多 稜 性 漿 膜 炎 及 ビ其結 果

HeinrichMayrhofer:Dierudiment5rePolyserositis

undihreFolgezust5nde.

痕 跡 的 多 號性 漿 膜 炎 ノ診 断 ハ,輕 度 ノ滲 出液 形 成 ヲ起

ス コ トヲ考 ヘ タ ナ ラ バ容 易 デ アァレ。仰 チ肺 臓 底 部 ノ輕

度 ノ上位 が最 モ重 要 ナ ル症 候 デ、之 ノ・打 診 上 、 顯 著 ナ

濁 音 ヲ表 ・・サ ズ シテ、 寧 ・抵 抗 感 ノ 堆 強 ニ ヨッ テ解

ル。 肺 臓 底部 ノ上 位 ノ詮 明 ト共 二、臆 診 上 ノ現 象 が鉄

ケ テ ル時 ・・、必 ズ試 験 穿 刺 ヲ行 ヒ診 噺 ヲ確 實 ニ セ ネバ

ナ ラ ヌ。 盟 温 二特 有 ナ事 ハ無 イ。赤 血球 沈 降 速度 ・・著

シ ク促 進 ス ル。 高度 ノ結 核性 滲 出 ノ場 合 ト同様 二
、痕

跡 的 多 漿性 漿 膜 炎 ノ時 モ,瞥 通 ノ力 法 デ ハ 滲 出液 中 昌

紹 核 菌 ハ殆 ド鐙 明 サ レナ イ。L6wensteinノ 方 法 ニ ョ

ツ ナ モ但 二,∴ 例 ノ滲 出液 中 二之 ヲ謹 明 シタ ノ ミデ ァ

'レ。

原 因 ノ決 定 ハ,多 ク ノ掲 合1ソ ベ ル ク リ ソ」ヲ投 奥 シタ

後 ノ反 慰 積 額 二]ッ テ定 ノ ラ,レ。 就 中W.Neumann

ノ記 逃 シタ1ッ ベ ル ク リ ソ」後 ノ反 堀 性 多尿 ハ 重 要 ナ

ル指 示 デ、`ツ ベ ル 〃tJン 」投 奥 後,多 尿 ナ ル反 慮 が何

時 マ デ モ猷 除 シテ'レ場 合 へ 結 核 性 原 因 ヲ除 外 スル事

が多 分 二尤 モ ラ ン イ。 著 明 ナ コ トハ,多 尿 ガ現 レル場

合 肋 膜腔 内 ノ僅 少 ナ液 粥 量 二相 宿 ス ル以 上 二.多 尿 ガ

永 クme績7,'V'jlデ ア'レ。之 ノ・例 ヘ パ關 節 ノ知 キ身饅 ノ

他 ノ部分 ニモ 僅少 ナ液開 瀦 溜 が ア ル モ ノ ト考 ヘ ラル。

爾 初 期 二於 テ ハ ツベ ル 〃 リ ソ」感 受 性 ノ 交 代 卜云 フ

徴 候 ハ、 結 核 性 原 因 ヲ確 實 ニス ル ニ大 二役 立 ソ。W.

Neumannノ ・滲 出 液 ノ吸 牧 時 二於 テ、 以 前 ニノ・容易 二

耐 ヘ ラ レタ 「ッ ベ ル ク リソ」量 が、滲 出液 ノ吸 敢 ガ進 ム

ト共 二屡 収 磨 力現 レテ來 テ、著 シク分 量 ヲ減 ゼ ネバ

ナ ラ ヌ事 ヲ注 意 シテ居 ル が、 最 近 二至 ツテ「ツベ ル ク

リ ン」感 受 性 ノ交 代 ハ、 滲 出液 ノ吸 牧 時 ノ ミナ ラズ、

多 ク・・既 ニ ヨ リ早 ク現 監 屡 ζ羅 患 後 歎 日ニ シテ厩 二

現 レル事 が謹 明 サ レタ。

痕 跡 的 多 蟹 性 票 膜 炎 及 ビ共 遺 留 物 ハ、結 核 症 ノ種 々 ノ

型 二現 レ'レ。 屡 ζ常 二反 復 ヌ ル血 行 性 推 進 ノ場合.外

級 上殆 ド注 目 二慨 シ ナ イ 最 初 ノモ ノ トシテ現 レル。

他 方此 痕 跡 的滲 出物 ハ病 原 性 ガ完 全 ニ ハ 明 ニ ナソ テ

ナ イ疾 患 、例 ヘ バ 種 々ノ皮 膚 病 二現 レ'レ。 叉 甚 ダ屡 ζ

急 性 多蟹 性 關 節 炎 ノ場 合 二 見 ラ レル。…欠二所 謂結 核性

假 面 ノ数 限 リ無 キ症 候 ト苦訴 トヲ件 ツ テ來 ル.サ1ノ バ

痕 跡 的 多 獲 性 漿 膜 炎 ノ・血 行 性 播 種 ノ 最 初 ノー 現 象 ト

シ テ・多 種 多糠 ノ獲 展 ・控 目ナ、 時 トシ テノ・殆 ド氣 付

カ レヌ端緒 ヲ爲 ス モ ノ デ ア ル
。(東 京 市療 、 中 田抄)
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公 立結 核 相 談 ヨ リ観 タ ル肺 結 核 ノ外 科 的 療 法
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公 立結 核 相 談 ノ範 園 内 二於 テ、肺 結 核 ノ外 科 的 虚 晩療

法 ヲ論 ズ ル ニ當 リテ ハ、軍 二短 期 間 ノ病 院治 療 ノ後 退

院時ノ所見デ之ヲ批列 シテハナラヌ。必 ズ色々ナ療法

ヲ行フタ病例二就テ年鯨二亙ツテ、其結果 ヲi追求シタ

最後ノ数果 二就テ論 ズベキモノナルユ トヲ著者へ 先

ヅ強張 シ次二Ulriciノ 結 核病院デRoloff氏 ノ行ヒ

シ大ナル統計二披ル ト氣胸療法ハ
、凡凸ル補助手術ニ

モ不拘・退院後ニノ・悪化ス'レガ横隔膜紳経麻瘍ハ殊二
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之が胸廓ノ外科的挾窄 ト合セ行ハ レタ、場合 ニハ良果

アリト云フ。故二著者ノ病院デノ・1930年 開設以來此

黙ヲ考慮二入 レ且叉患者退院 ノ後モ其後 ノ糠子ヲ知

ルコトニ努カヲ致シテ居ル ト述べ、束フニロ劃雪二於ケ

,レ結核相談所 ハ研究及氣胸療法二必要ナ凡ユ,レ設備

力●完備シテ居 リ是等が密ナ,レ網 ヲ形成 シテ居,レ。毎年

10月1日 ヲ期シテ今迄治療 セ,レ患K'ヲ 調査 シ死亡セ

リヤ無能力ナリヤ、全 ク或 ヒハー部活動二堪ユ,レヤ、

菌ガ陽性ナ リヤ、陰性ナ リヤ等ヲ記載ス,レソシテ必要

二慮ジテ間欧的療法ヲ行 フ、即チ今迄氣胸 ヲ総殺セル

者ヲー時相談所ノ外來治療 カラ遠ザケテ、更二爾虚脆

療法ガ必要ナリヤ否ヤヲ決定 シ、叉横隔膜帥経麻癖ノ

良数アリシモノノ・大抵臨休的観察が行ノ・レルガ・之モ

間欲的ノ病院治療 ヲ行フノデア,レ。斯標ニシテ東二呈

シヤノ國民保険事務局ニヨル結核療養ノ質用 ・・、最低

ノ値二保タレテ居'レ。此様ナ幾分強制的ナ結核相談所

ノーッノ大キナ翠位(之 ハ中央ノ療養所 ト末梢 ノ相談

所ヨリ成ル)ノ協同作業及ビ病院ヨリ退院 シタ患者ノ

絶エザル監督及 ビ他 ノ專門家 ノ側ヨリス ル仕事等が

著者等ノ外科的治療二封 ス ル確實ナ客観的偵値列噺

ヲ築キ上ゲ將來此仕事ハ何庭 二限局サベルキカ、叉如

何ナル方向二向ツテ、完成サル可キカヲ教示シ來ツタ

ト違ベテ居,レ。.

今迄著者ノ所デ行 ブタ氣胸ハ緯計248例 、此中菌陰性

ト爲リシ者141例(57%)完 全 ナ'レ叉バー部 ノ活動能

力ヲ恢復セシモノ100例(40%)、 其後2年 以上 ヲ経テ

106例 中菌陰性67例(60%)活 動可能者50例(48%)

デアツタ。之・・Roloff氏 ノ統計二比較ス,レト成績ガ
　

良 イ。 今迄 ハ退 院 後 ノ数 果 が悪 カッ タ が、相 談 所 ヲ注

意 シテ配 置 シ必 要 ナTachfifllungヲ 行 フ ダ 爲 メニ数

果 ガア ツタ モ ノ ト思 ノ・レル。

次 二不 完 全氣 胸 ノ場合 ・・之 ヲ可及 的病 院 デ、完全 氣 胸

ニセ ネ'《爲 ラヌ。 之 二・・先 ヅ第 一 二Jacobaeus氏 ノ

索條 焼灼 ヲ行 フ。此 方 法 ハ癒 著 が廣 汎 デ此 爲 メニ無 血

管無 感箆 ト爲 レル時 初 メテ、行 バ レル モ ノデ 之 ハ常 二

少 ク トモ6-8週 ヲ要 ス。此 短 イ病 院療 法 デ充 分 二外

來 二於 テ此 手術 ヲ ヲ行 ヒ得 ルヤ、否 ヤ叉 ・・何 時行 フ可

キ カヲ決定 シ得 ル が 個 々 ノ 場 合 索 條 が焼 灼 可 能 ナ リ

ヤ、否ヤ ハ上 線 槍 査 デ ハ決 定 困 難 デ ア リ叉 、 ヨク病 院

デ用 ユ)vStereoskopischeAufnahmeデ モ必 ズ シモ

常 二確實 ト云 フ謬 デ ハ ナ イ が、唯 普通 ハ胸 廓 鏡 検 査 ノ

結 果 デ充分 デ ア ル 相 談 所 ノ外 來 患 者 デ不 完 全 氣 胸 ヲ

録 939

有 ス,レ者 ハ共 索條 ノ娩 灼 ノ 可 能 性 が直接 瞳 明 サ レザ

♪レ場 合 二 ・・3ケ 月間Nachfellungヲ 試 ミテ爾 結 核 菌

ノM,k-itヌ 時 二初 メ テKaustikノ 可能 性 ア リヤ否 ヤ

ヲ検 スベ 〃病 院 二移 サ レ'レ.カ ク ノ如 ク慮 置 サ レタ患

者 ノ72t'・ ノ・菌漕 失 シ48%・ ・活 動 可 能 ト爲 ツ タn

次 ノ補 助 手術 ハ横 隔 膜 刷1縄 ノ切 噺 デ アル カ9、之 ハ不 完

全 氣胸 及 ビKaustikヲ 行 フテ モ善 ク ナ ラ ヌ氣胸 二慮

川 ス ル。 但 シ此 力爲 メ ニ 罹 患肺 ・血 液 及 ピ淋 巴 ノ循

理 ノ璽 化 ヲ招 來 ス ル標 ナ場 合 ハ行 フ テ ハ ナ ラ ヌ。署 者

ノ所 デノ・98人 中 ・12Clllチ42%ノ ・無 菌 ト爲 リ29人 ¢"

チ約30%ノ ・全 ク或 ・・一 部 活 動 可 能b爲 ツ タ.Roloff

氏 モ永 久 的数 果 ・・31.5%ト 壁 表 シテ居 ル。

雨 側 氣 胸 ハ 外 來 二於 テ殊 二 田 舎 デ 行 フ揚 合 ハ殊 二注

意 ヲ要 ス、之 ノ・雨 側 同 時 二行 フ コ トノ・不 可 デ ア ル、 唯

極 メ テ新 ラ シ イ病 憂 デ、心 臓 ノ確 實 ナ ル場 合 ニ ノ・同時

二行 フ コ1・モ アル。 著 者 ノ所 デ ・・48例 中之 ニ ゴ リテ

21例 ノ・無 菌 ト鳥 リ16例 節 チ25%・ ・全 ク 或 ヒノ・一 部

活 動 可 能 ト爲1ツ タ、Roloff氏 ノ・初 期 数 果36%永 久 的

数 果 ハ19.4%ト 壁 表 シテ居 ル。

帥 チ氣 胸 ノ無 致 ナ場合 二以 上 述 ベ タ 凡 テ ノ補 助 手術

ニ ヨ リテ約30-一 一5006迄 ノ・敷 果 ヲ見 タ ノ デ ア7レガ然 シ

全 数 ノ1!2カ ラ213・ ・常 二失 敗 二終 ツ テ居 ル。

著 者 ハ此 失 敗 二封 ス ル 原 因 ヲ 考 察 シテ種 々ナ ル肚 會

的 ノ鉄 隅 ヲ學 ゲテ居'レ。第 一 ニ ノ・経 濟 的 ノ關 係 デ ア ツ

テ病 人 ノ家 族 ガ家 二持 ツ テ 居 ル金 ノ・病 人 ノ持 ツ 金1

i/3二 過 ギ ズ爲 メ ニ早 ク退 院 シテ
、家 族 ヲ共 金 デ養 フ コ

トヲ急 〃'・デ ァ,レ。第 ニ ノ・病 人 ノ・退 院 後 ノ・彼 二許 サ レ

タ牧 入 ト僅 力 ノ補 助 ト デ ハ 生 活 シ得 ナ イ故 二飢 死 ス

'レ力叉 ノ・彼 二定 メ ラ レタ'レSchonungヲ 顧 ミズ シテ

何 等 カ ノ生業 ヲ求 メテ 働 ラ ク ノデ ア'レ。第 三 二費 用 ヲ

員 摺 シ得2レ モ ノ デ モNaL・hfiillungヲ 行 フ場 所 ガ遠 〃

テ其 規 則 正 シイ途 行 が困難 トナ ル、之 ヲ無 理 シテ通 院

ス レバ色 々ナ合併 症 ヲ起 シ テ 途 二氣 胸 が不 可 能 ト+

'レ。 第 四 コ ノ事 ・・殊 二SozialeFlir・orgeヲ 理 解 セ ヌ

様 ナ例 ヘ バ小 農 夫 ヤ移 民 ヤ、小 手 工業 老 等 ノ病 人 ・」見

ラ レ、 著 者 ノ・是 等 ノ原 因 二封 ス ル 劉 策 ヲ述 べ 殉 レ後

更 ラニ 語 ヲ進 メ テ 日 ク氣 胸 ノ無 敷 ナ ・"モノ ・一 部 ハ

叉 悪 イ饅 質 二錦 サ ルベ キデ ア ル 故 二確 實 二之 ヲ豫 測

ス ル コ トノ・不 可能 デ ア;レ。然 シ少 ク トモ色 々ナ病 型 二

封 ス7レ命 名(PneumonischInfiltrationKnotigzirrhot.

ischdisseminiert)ヤ 状 態 ノ 名 前(臨 鉢 上進 行 セ リヤ

否 、滲 出性 ナ リヤ増殖 性 ナ リヤ叉 空洞 ノ有 無 開放 性 叉
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ハ 閉 鍬性)ヲ 川 ヒ同 時 二年 齢 共 他 ソ考 慮 二入 レル時 ハ

非 常 二 尺ナ ル戯察 群 カ ラ 漁 後_樹'勺 レー・定 ノ結 論 ヲ

引 キ出 ス コ ト ヲ得'レ。 ソシ デ相1淡所 ノ謄 師 ハ 之 二率隅常

シ ヌ症 例 ヲ礪 實 二選 定 メル ・トが出 來,レ、唯 個 々 ノ病

型 二野 シテ ハ極 メ テー 般 的 ノ1ト シ 力 酋 ハ レナ イ ノ

ハ1Lム ヲ得 ヌ。著 孤碧 ・氣胸 療 法 ハ全 〃 占春 期 肺蛎 卯

チ15-・20歳 ・若 イ病 人 デlliノ テ居'レ初 メ・・渡 潤 性 結

m性 ・結 核 ヂ ア'レi・'後弧1鵬 出性 叉 ・・Jlitf炎型 トナ リ・

急 激 二巡 行 ・・,'レ傾 肉 〆'レモ ノ移 イ。ll嘲 ユ起 ツ タ癒

著 ノ鴛 メニ初 メ カラ 氣 胸 が 無敢 ナ時 ニ ハ病 肺 ハ 共 大

ナ,レ組 織 硬 化 ノ爲 メ ニ萎 縮 セ ザ ァレカ、或 ヒ・・直 チ ニ悪

性 ノ滲 出液 が 出現 シ來'レ。叉 血行 性 ノ肺 結 核 二於 テ ハ

廣 汎 二侵 サ レ タ時 ハ肺 無腫 ア リ、同時 二呼 吸 面 及 ビ循

環 機 能 が危瞼 二瀕 シ、後 ニノ・一・側 ノ空 洞 ガ氣 胸 ノ蔦 メ

ニ他 二新 シイ病 竈 ヲ作 ル コ トモ ア リ得'レ。μ河 空 洞 ノ

ア,レFibr6seFormヤ 凡 テ ノPneumt,nisch・ 病 竈 デ

ノ・氣 胸 ノ最 後 的 敷 果 ノ・疑 ハ シ イが、孤 立性 ノ浸 潤 二射

シテ ノ、確 カナ敗 果 ヲ期 待 シ得 ル。

以 上 ノ様 ナ粗 雑 ナ概 観 デ ・・個 々 ノ場 合 二於 ケ ル氣 胸

療 法 二劃 シテ 進 ム可 キ方 向 ヲ示 ス コ ト・・出來 ナ イ・機

械 的 ノ條 件 ノ爲 メ ニ、氣 胸 ノ外 來治 療 ヲ放 棄 ス ル場 合

が ア,レ印 チ除 去 サ レナ イ癒 著 ノ位 置 及 ビ廣 サ。残 留 シ

タ空 洞 ノ位 置 ヤ蕉 サ ヤ其 他 ノ性 質、是 等 が共経 過 二及

ボ ス影響 卸 チ如 何 ナル 場 合 氣胸 ・・初 メ カ ラ行 フテ 可

ナ リ ト見 ル ベ キ カ叉 ・・病 人 ・肚 會 的 地 位 ヲ考 ヘ テ、横

隔 膜紳 経 手術 二代 ヘ ル ベ キ カ、叉 既 二存 ス'レ遺 傳 的關

係 が氣 胸療 法 ノ致 果 ノ 上 一 如 何 二影 響 ス ル 力等 ノ コ

ト・・全 ク設 明 サ レテ居 ラ ヌ。

次 二著 者 ハ氣 胸 ノ外 來 療 法 デ 司 ク 遭遇 ス'レ所 ノー定

ノ合 併 症 二封 スル封 策 二就 テ ・・ 、午々・・確 實 ナ ル根抵

ノ上 二立 テ リ ト述 べ第 一 二滲 出 液 二就 テ論 ズ'レ。者 者

ノ経 験 デ ノ・最 モ屡 ζ氣胸 ヲ 早期 二 中止 ヌ ル コ ト後 ニ

ノ・叉 再 號 が其誘 因 ト爲,レ。滲 出液 ハ非 常 二屡 ζ現 ハ レ

多 ク ノ人 ・・常 二現 ハ レJVト 圭 張 ス ル がk抵 其 量 ・・僅

少 デ横 隔膜 ノ頂 鮎 ヲ越 ユ,レコ トノ・稀 デ ア リ、且 非常 ニ

ー 過 性 デ ア'レ。 故 二Nachftillungヲ 妨 め レ様 ナ コ ト

ノ・無 イ。 大 量 二 出 ル カ叉 ノ・頑 固 二 長 期 間 貯'レ時 ハ肋

膜 控 内 二毒 素 ノ貯 溜 二俵 リテA)lergischト 爲,レ、 叉

滲 出液 ・・其 大 多 倣 二於 テ 中 二 結 核 菌 ヲ詮 明 ス ル カ ラ

菌 ノ直接 ノ穿 入 ヲ示 ス モ ノデ ア ル。故 二度 々試 験 穿刺

ヲ行 フテ滲 出液 が悪 性 二移 行 セ ザ ル ヤ ヲ 覗 ル ヲ要 ス

ル。 此 様 ナ滲 出液'・ 不 絶 追 求 ・・外 來 デノ・殆 ソ ド不 可

録 【第14巻

能 ゲ 〆ル カラ 大紐 デ 而 モ永 ク貯 溜 セ ル時,叉 ハ少 量 デ

モBasaleExsudat所 謂reitendeExsudatヲ 作 ル標

ナ場 合,メ ノ・肋 膜 揃 宿ノ明 瞭 ナ亀胎 ニノ・患 者'値 チニ

療 養 所 二移 ス 娘 イ、往 々久 謬 出 液 ヲ顧 慮 ス ル事 ナ ク

氣 胸 ソ綴 績 シ叉 ノ・汕胸 ヲ行 フ テ 肺 ノ虚 睨 ヲ起 サ シメ

之 ヲ績 守ナシ得'レ コ トモ ア'レ。更 二著 者 ノ・抽 胸 ノ場合 二

就 テ述 べ之=:Sヅ ノ型 ヲ蝿 別7・JVc1ノ ハ純 梓 ノ結 核

性 膿 胸 デ た抵全 ク潜行 性 二初 マ ル、度 々 ノ穿 刺 叉 ハ洗

瀞 療 法 叉 ハ油 胸 療 法 デ 全 活 ス'レ。然 シ度 々ノ穿 刺 ハ穿

刺 部位 二痩 孔 ヲ残 シ之 が永 ク成 疏ス ル ト肋 膜 ノ強度

ノ萎 繍 ガ起 ツテ 奪宿小 シt・ 肺 ハ最 早膨 脹 シナ イ標 二鴛

ル、故 二患 漏 ノsltlク病 院 二遙'レ ノガ最 モ良 イ方 法 デ ア

ル。 樹 充 分 二機 能 ヲ 傍 ミ得'レ肺 臓 が故 縮 セ ナ イ時 叉

ハ汕 胸 ニ ヨ リテ モ充 分 ナ ル 虚 睨 ヲ起 サ ヌ時 ハ胸 廓成

型 術 が問 題 トナ'レ が 然 シ氣胸 ヲ行 ヘ ル場 合 ニ ノ・膿 胸

が存 在 シ テ モ 之 が確 實 二混 合 感 染 二基 〃 ト決 定 セナ

イ以 上 開放 性 ノ胸 廓 手 術 デ治療 シテ ノ・ナ ラ ヌ、何 トナ

レ メ結 核 患 者 ノ・offeneノ 膿 胸jt'th二 堪 エ ヌモ ノデ ア

V肺 ハ強 度 二萎 縮 シ 結 核 菌 ノ・02ノ 多4空 氣 中デ ノ・

更 二其 力 ヲ 壁 揮 スル ガ02ノ 少 イ空 氣 中 デ ハ大抵 死

滅 ス ル モ ノデ ア ル カラ デ アル。 第 ニ ニ ハ 上 ト反封 二

璽 球 菌 、連 鎮 状 球 菌 葡 萄 状 球 菌 等 ノ混 台感 染 ヲ起 セ ル

膿 胸 デ ・・普通 直 チ ニoffeneDranageヲ 行 フ。 大抵

之 ト同時 二胸 廓 成 型 術 ガ 行 バ レル。 故 二 患 者 ハ如 何

ナ,V場 合 デ モ病 院 二移 サ ル ベ キ モ ノデ ア]レ。

次 二外 來 ノ氣 胸 療 法 中 レ 出遭 フ稀 ナ ル 遭 豪症 二熔性

氣 胸 アリ.之 ・・全 ク障 碍 ナ シニ知 ラ ヌ間 二起,レ コ トア

リ叉 時 二咳 漱 ト共 二突 然 起 リテ劇 烈 ナ 呼 吸 困難 ト「チ
　

ア ノー ゼ」 ト不安 ザ 起 リ生 命 ノ 危 陰 二 瀕 ス ル コ トア

リ。 速 カニ過 剰 ノ02ヲ 抜 キ 去 リ痙 撃 的 二高 マ リシ

呼 吸 ヲ麻 酔 剤 デ安静 ニ シテ居 レバ1-3日 デ轡 ハ再閉

鎮 サ レ危 陰 ハ去JV、 著 者 ノ・力 ・ル出 來 事 ヲ476例 ノ片

側 氣 胸 患者 中11例55例 ノ雨 側 氣胸 患 者 中10例 二於

テ遭 遇 シタ、ソ シテ1人 モ死 亡 セ ナ カツ タ。 反之 病 院

外 デ起 ツ タ爲 メ ニ 直 チ ニ適 當 ナ療 法 ヲ行 フ コ トガ出

來 ナ カツ タ爲 メ ニ死 亡 シタ例 ガ アル。

氣 胸 療 法 二當 ツ テ忘 レテ ナ ラ ヌ事 ・・Roloff氏 モ言 フ

テ居'レ様 二早 イ程 敷 果 が大 デ ア'レ事9'アlvRoloffハ

壁 病 後1-3ケ 月 後 二氣胸 ヲ始 メ タ モ ノデ ハ永 久 的数

果 ・・50タ ・デ ア リ骸病2年 以 上 ヲ 経 ル ト之 ハ24%ト

ナ ル ト登 表 シテ居 ル、即 チ此 虞 デ モ亦 早 期 診 噺 ガ重大

ナ意 義 ヲ持 ツ。
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氣胸 不可 能 ノ場 合 ハ横 隔 膜 祠1縄麻癖 ヲ行 フ が、唯 肺 ノ

下野 中野及 肺 門 部 附 近 二空 洞 ア'レ時 、新 ラ シ イ病 機 ノ

再燃 デ滲 出液 ニ オ ビ ヤ カサ ル ・場 合、」又肺 ノ上 野 二埜

ノ非 薄 ナ大 ナ'レ空 洞 ア リ テ 壁 ノ破 レ,レ恐 ア,レ場含 ハ

直チ ニ初 メ カ ラ横 隔 膜 帥縄 ノ手術 ヲ行 フ。更 ラ ニ肺 ノ

上野 二病 竈 ノア ル 場 合 デ 而 モ 氣胸1不 可 能 ノ時 ハ若

ジ横 隔膜 ノ呼 吸 運 動 が肺 ノ 上 野 二 於 テ顯 著 蔦影 響 サ

レル時換 言 ス レバ個 々 ノ肺 葉 ノ 廣 イ慰 著 が明 カデ ア

,レ場合 ニ ノ ミ横 隔 膜 帥縄 麻 癖 ヲ行 フ、著 者 ・・150例 二

此 手術 ヲ行 ヒ其 中77例 ・・無 菌 トナ リ、55例 ハ活 動 可

能 トナ ツタ。 著 者 等 ノ成 緒 ノ・Roloff氏 ノ圭 張 デ モ亦

裏 書サ レテ居 ル。

外科 的療 法 ノ 中 デ 次 二叉 肋 膜 外肺 剥 離 術 及 ビ 「パ ラ

フィソ」充填 法 ガ問題 トナ ル、著 者 等 ノ維 験 デ ノ・氣 胸 療

法 ノ結 果 ヨ リモ良 イ標 デ ハ アル が、然 シ是 等 ノ手 術 ノ・

他 ノ方法 が成 功 シ ナ イ 時 二始 メ テ磨 用 サ レル モ ノデ

ア リ、且叉 著 者 ノ病 院 ・・開 設 日淺 ク シテ之 二封 シ最 後

的 ノ批 剣 ヲ下 ス コ トノ・不 可能 デ ア ル。胸 廓成 形 術 二就

テハ著 者 等 ハ肺 ノ上 野 ノ尤 モ侵 サ レタ ル モ ノニGraf

氏 ノ方 法 即部 分 的成 形 術 ヲ磨 用 ス,レ。最 近 ノ・之 ト同時

二肋膜 外充 虞 法 ヲ併 用ヌ ル。著 者 ノ所 デ ハ之 ニ ヨ リテ

609bノ 無 菌 者及 ビ活 動 可能 者 ガ 出來 タ ガ之 ハ他 ノ統

計 二比較 ス,レ ト遙 カニ成 績 ガ良 イ。

以上述 ペタ経験 カ ラ 著 者 バー 般 二相 談 所 ノ事 業 ヲ完

成 ス,レニハ2ソ ノ方 向 ア リ ト爲 ス郎 チ1・ ・先 ヅ奴 果

ノ墨 ラ ザ,レ方 法 ノ・之 ヲ制 限 ス'レコb2・ ・患 者 ノ治療

的及 ビ杜 會 的 ノNachfUrsorgeノ 完 成 デ ア,レ。 ソシ

テ之 二封 ス ル根 本 的/重 要 問 題 ・・療 養 所 ト末梢 ノ相
ロ

談所 トノ密接ナル協同作業 ニアル。就中、是等相互間

ノ連絡通報ノ完備ニアル。療養所ノ側 デ ノ・患者退院

二當リテ軍二病状報告ヲ行フニ留 マラズ、退院前ノ最

後ノ週二於テNachftillungノ 確 實ナ'レコトヲ確 カメ

若シ之が不確實ナル場合 ノ・如何ナルコトが起,レカヲ

試験スル事、之 ト同時二大切ナル・・療養所 ノ相談婦が

臨肱的治療 ヲ行ヘル間 ハ 地 ノ相談所聯盟 ト絶エズ交

通シテ患者ノ杜會的 ノ障碍ヲ除去シテヤル事デアル。

他方叉退院 シタ所 ノ患者_ハ 相談所カラ通知 ヲシテ

虚脱療法ヲ行 フ タ者が補助的療法ノ必要如何 ヲ試験

シ同時二共活動ノ可能性 ヲ検スァレノデアル。

著者ハ更ラニ相談所二於 テ治癒 ノ見込 ノ疑ハシイ患

者ハ之ヲ如何二取 リ扱 フ可キカ ヲ論ジ最後二作業療

法二就テ著者ノ病院 ノ設備 ヲ紹介 シテ居 ル。

録

(刀根山、西村抄)
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結 核 性 空 洞 ノ 自然 治 癒 ノ問題 二就 テ

HubertBorgaus:ZurFragederSpontanheilung

tuber'ku16serKavernen.

紹 核 性 空洞 ノ形 成 ハ1世二 破 壊1乍川 デ ア'レノ ミナ ラ ズ、

ノト面 叉清 浄 作川 デ ア リ浩 癒 二i断 スル唯 要 ナ'レ因 子 ナ

'レ那 ヲ忘 レテ ノ・無 ラ く。最近 迄 ノくナ ル肺 ノ空洞 ノ・自然

治 癒 ハ不 可 能 ト見倣 サvテ 居 タ。1921年BadElster

ノ結 核 學 會 二於 テA.Grtiff氏'・ 櫻 實 ノくノ空洞 ハ 外科

的 侵 襲 ヲ行 フqf・ナ シ ニ ハ 治 癒 セ ズ トk張 シタ が共 後

・多 ワ ノ學 者 ・・反i封 ノ事 實 ヲ瞳 明 シ テ居 ル。今 日 デ ・・

空洞 ノ自然 治 癒 ノ 可 能性 ・・最 早否 定 シ得 ザ ル事 實 デ

ア ル。

治 癒 匂 レ空洞 ト云 フ概 念 ハ 爾 論 争 ノア'レ所 デ ア'レ。

Turban及 ヒ●Staub氏 等 ・・假 令 へ空 洞 力●「レ」線 上 両 成

立 シテ居 テ モ 臨 脈 上何 等 ノ空 洞 症 状 ヲ謹 明 シ ナケ レ

バ治 癒 セ リ ト爲 シテ 可 ナ リ ト述 ベ テ居 ル。然 シ多 ク ノ

人 ノ・「レ」線 上 ニ モ最 早 謹 明 サ レズ、叉臨 肱 上 ニモ何 等

ノ症 状 ヲ呈 セ ザ ノレヲ以 テ空 洞 ノ治 癒 ト柵 ス ノレ、此 標 ナ

空洞 治 癒 ノ例 ・・楼 々二文 獄 二 記 載 サvテ アlv。Bac

meister二 依 ル ト自然治 癒 ノ・10-15%ト 見倣 サ レテ
　

居,レ。 空 洞 ノ性 質 ノ 差 異 及 ビ 位 置 ト豫 後 ノ關 係 二就

テ ハ議 論 が多 イ。大 抵 女 献 二表 ハ レテ居 ル 自然 治癒 ハ

ニ 期 二於 ケ ル肺 ノ上 野 及 ビ 中野 二 在 ル 初 期 空 洞 デ ア

ツテ局 所 二限 局 シ、肺 ノ他 ノ部 分 二榑 移 ヲ起 サ ヌ場 合

デ ア'レ。 治 癒 二封 ス ル 決 定 的 ノ 問 題 ハ第1二 患 者 ノ

身 饅 ノ防 禦 力 二在 リ。i欠 二著 者 ノ・彼 ノ隠 スIV療 養 所

二於 テ観 察 シタ,レ8例 ノ空 洞 ノ自然 治 癒 ヲ 來 シタ'レ

モ ノニ就 イテ 詳 細 ナ ル臨 殊 的観 察 ヲ述 ベ テ居'レ。8

例 ハ皆 積 極 的療 法 ヲ 固 僻 シタ'レモ ノ カ 叉 ハ之 が不 可

能 デ ア ツ タ者 ノ ミデ、臨 肱 上 確 實 二空 洞 性 肺 結 核 ノ確

診 ヲ下 シ得 タ モ ノ デ ァ ル。

8例 ノ 中2例 ・・結 核 菌 ノ・陰 性 デ アツ タ が カ ・ル 現 象

ハ 結 核 性 空 洞 二於 テ 絵 リ稀 デ ノ・無 イ。8例 ノ中6例

迄 ・・「レ」線 上何 等 ノRestlumenヲ 不 認 臨 休 上 活 動 性

結 核 ノ症 状 ナ ク、 患 者 ハ 圭 戴 的 ニモ 全 ク健 康 トナ リ

再 ビ活 動 可 能 ト爲 ツ 久 即 チ完 全 ナ'レ自然 治 癒 ヲ來 セ

1レモ ノ デ ア'レ。第6例 ・・「レ」線 上 爾 小 ナ ルRestlumen

ガ存 在 シテ ・・居 ル が 退 院 以 來 患 者 ・・咳 漱 喀 疾 ナ 〃唯

時 々背 部 二終 痛 ヲ畳 ユ ル外 ・・何 等 ノ訴 ヘ モ無 イ、帥 チ

此 例 モ異 常 ナ ノレ輕 快 ヲ認 メ爾 今 後 適 當 ナ ル 生 活 ニ ヨ

リテ今 存 在 セ1レRestlumenモ 消 失 ス ル デ ア ラ ウ、 残
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リ ノ1例(策5例)デ ハ 悪 性 ノ 空2同 が 良 性 ノ萎 舞宿型 二

璽 化 シ テ 居 ル。

次 二 著 者 ハ何 故 二tl然 治 惚 が 起JVカ ノ111」題 二官 及ez,

之 ハ安 岬 榮 養 空 氣 療 法 笠 ガ確 力 二 良 果 ヲ齎 ラ ス モ ノ

デ 治 慰 二 蜀 ス ル 根 本 的 ノ 要.艦 バー 般 防 禦 力 ノ強 イ 賦

活 二 在 リ、8例 二於 テ 共 不 均 慌 霊 ノ増 加 ・・8.9Kg二

及 ン ダ ト述 べ テ 居'レ 。(刀 根111、 西 村 抄)

結 核 ノallergieノ 研 究 補 遣 、 健 常 及 無 感 作 皮 虐

ノ 局 所 血 液 像

Zapatero,EduardoL6pez:BeitrtigezumStadium

derAllergiebeiTuberkutose.DaslokaleBlutbild

aufnormalerunddesensibilisierteHaut.

1927年 二Helmreichノ ・Tuberkulirs皮 膚 反 噸 二 依 ル

Tuberkulin疹 中 ノ血 液 像 研 究 二 者 手 シ タ。Helmreich

ノ 行 ツ タ 血 液 像 ヲ,,LB.B"(10kaleBlutbild)bシ 、

普 通 ノF.B.B.(FingerBlutbild)1・pt別 シ タ 。Helm・

reich・ ・L.B.Bノ ・FB.B.ヨ リ反 悠 力'鏡 敏 デ ア'レ

カ ラ、Ranke二 依 ル 、1、 皿、 皿 期 ノ病 勢 デ 各 差 蓮 ノ

ア ル モ ・ ト考 ヘ タ ノ デ ア'レ 。喩r・ ・《、Rankeノ 皿期 デ

ノ・LB.B.デ ノ・F.B.B.二 比 シ、 淋 巴 球 堆 加 ヲ示

シ、 皿期 デ ノ・一 般 二 淋 巴 球 減 少 ヲ 示 ス ト云 ツ テ オ ル 。
　

此 ノ事 實 ハHelmreichニ ヨ'レ ト、第2i欠 「ア レ;レギ ー」

二於 テ ハ反 晦 ・・圭 トシテ 細 胞 二起 ソ テ來'レ ニ反 シ、∬

期 デ ノ・、 生 髄 ノ抵抗 反 臆 ノ・主 トシテ、液 饅 反 晦 二依 ル

爲 デ ア ル ト云 ツテ わ レ。淋 巴球 堆 殖 ・・治 癒 機 輔 ノー 現

象 デ ア'レ ト見倣 スSchillingノ 説 二反 シ、Helmreich

ハ共 レ バー 般 高 過敏 性 ノー ツ ノ表 現 デ ア,レ ト云 ツ テ

オ,レ。 著 者 ・＼LB・B・ ヲN.H(n・rmalHaut)b紫

外 線 照 射 二依 ツテ過 敏 性 ヲ減 弱 シタD.H.(desensib・

ilisierteHaut)二 就 テ楡 査 シタ.一 般 二植 物性 神経 ノ

反 磨 能 力 ヲ低 下 セ シ ムル モ 〃 ・、Tuberkulinノ 皮膚

反 晦 作 用 ヲ阻止 ス ル(Redeker)。 紫 外線 照 射 ノ皮 膚

「ア レノレギ ー」阻 止作 用 二就 テ・・
、Histamin訊 が ア,レ

著 者 ノ實 験 二依'レ ニ、紫 外 線 照 射 ノ作用 ・・圭 トシテ 限

局 的 ノモ ノデ ア ル ラ シ イ。一般 ニ ビル ケ ー ノ皮 膚 反 磨

へ 時 間後 最 高 調 二達 ス,レ ノ デ ア]L/カ・、D.Hデ ノ・

48時 間 後 デ ノ・24時 間 後 ト同 程 度 力、 大 部分 ・・却 テ清

退 シ テ オ ル。N.HデTuberkulinPapel中 ノL.B.B

ヲF・B・B・ ト比 較 ス ル ニ、 中性 嗜 好 性 細 胞 減 少 、 淋

巴球 培 殖 ノ 傾 向 がア ル。 殊 二中性 嗜 好 性 細 胞 減 少 傾

向 ・・ll期 患 者 デ、 ピ ル ケ ー反 磨 後24時 間 デ者 明 デ ア

ル。然JV二48時 間 後 デ ノ・皿期 患 者 二於 テ著 明 デ ア ル。

録 【第14雀

叉 淋 巴 球 増 殖 傾 向 モ 皿期 デ ・・Tuberkulin反 慮 後24時

間 デ ハ 皿期 患 者 ヨ リ著 明 ニ シテ、48時 間 デ ハ全 ク反

樹 ・結 果 トナ ノレ.「 エ 才 ジ ン」嗜 女}性細 胞 大 耶 核球 ハ

除 リ塑 化 ハ ナ イ。 此 ノL・B・B・ ノ差 違 ノ本 態 二關 ン

テ へ 細 胞 ノ反 卿 鍍 二關 ス'レ 目 リモ.ム シ ・生髄 が

刺 戟 昌i射 シ反 慰 ス'レ速 度!…一關 係 が ア,レ ラ シイ。 次 二

D・HアLB・B・ トF・B・B・ ヲ比 較 研 究 シテ 見タ
。

其 ノ結 果・ 嘲 儲 デ ・・ピ,Lケ ニ 星 懸 後 、2塒 間 デ

モ・48時 間 後 デ モ・ 中性 嗜 好 性 白血 球 ・・不 愛 デ アtw
。

然 ノレニ.皿 期 患 者 デ へ24時 断 麦.殊 二48時 間 後 デハ

増加 シ テ 才ル ノデ アル。 淋 巴球 ハ 皿期,皿 期 患 者 ヲ通

ジb24時 間 ・48時 間 後 デ モ常 二減 少 ヲ示 シテ オ,レ
。

「エ ォ ジ ン」嗜 好牲 細 胞 ハ9期 患 者 デ ノ・48時 間 後
二場

加 ノ傾 向 ヲ ホ ンテ わ レ・ ノ灘 核球 ノ・大髄 二於 テ不箋

デ ア ル。 即D・H,ノTubprkulin疹 ニ オケ ルLB .B

デ へ 中性 嘱 好 性 細 胞 培 殖 ト淋 巴球 減 少 ノ・最 モ特 異 ト

ス ル所 デ ア ル。 著 者 ノ・叉D ・Hデ ピ ルケ ー反 懸 ヲ行

ノ'ズ ニ・LB・B・ ヲ検 シ タ 結 果
、 中性 噌 好 性 繍胞、

「エ オ ジ ソ」細 胞 ハ 培 加 シ
.淋 巴球 ノ 減 少 傾 向 ヲ認 メ

タ・Helmre・chハ 光、 空 氣 等 ニ サ ラサ レ テ 居 ナ1皮

膚 ノ部 分 へ 淋 巴球 出 現 率 が高 イ ト云 ツ テ 才 ルガ、紫

外 線 照 射皮 膚部 ノ淋 巴球 減 少 ハ、皮 膚 ノ 「リボ イ ド」代

謝 ト相 當 關係 が ア ル ラ シ イ.D,Hノ;工 才 ジ ン」細胞

ノ堆 殖 ・・Tuberkulin一 ヨ ル皮 膚 ノ愛 化 ヨ リモ
、 著色

ノ爲 デ ア'レ。Helmreichニ ヨ ル ト、 淋 巴球 ノ・過 敏性

ノ尺 度 ト見 倣 ス事 力●出來'レ ト云 ツテ オ ル
。Gardnerハ

彼 ノ海 猿 腹 腔 内 感 染 實験 二於 テ、腹 水 中 二淋 巴球 ガー

定 度 出現 ス ル ト・ 其 ノ皮 膚 ノ・Tuberkulin過 敏 性 トナ

ル。此 ノ研 究 ノ結 果 、淋 巴球 ノ・過 敏 性 ノー ツ ノ表 現 ト

見 テ差 支 ナ イ ノ デ ア ル。D,H/Tuberkulin疹 ノ

LBB・ ノ・淋 巴 球 ノ減 少
、 中性 嗜 好 細 胞 ノ 堆 加 ヲ持

ツ テ特 異bス ル。 叉LB .B・ ト疾 病 ノ豫 後 トノ關係

ヲ見'レ ニ・N・Hデ 楡 査 シタ結 果 ニ ヨlvト 、進 行 型 二

於 テ・・、 停止 性 ノ モ ノ ヨ リモ、L.B.BトF.B.B

トヲ比 較 ス ル ト、 淋 巴球 場 殖 、 中性 嗜 好 性 細 胞減 少

が、LB.Bデ ハ著 明 デ アル。 叉 停 止 性 ノモ ノb、 潜

伏 性 結 核 ヲ比 較 ス ル ト、 停 止 性 ノモ ノ ・ 方 が著 明 デ

ア ル・ 「エ オ ジ ソ」嗜 好 細 胞
、大 輩 核 球 ハ大 龍 二於 テ不

墾 デ ア)v。 叉D・Hニ オケ ル、 淋 巴 球 減 少 、 中性嗜

好 性 細 胞 塘 殖 ノ程 度 ノ・、 進 行 型 、 停 止 型 、潜 伏結 核 ノ

順 デ ア ル。 著 者 等 ノ實 験 二依 ル ニ、皮 膚 ヲ非 過 敏 性 ニ

ス ル ノ ・・、 進 行 型、 停 止 型 潜 伏結 核 ノ順 二容 易 デア
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ル。(刀 根 山、 早 川 抄)

肺 結核 患 者 ノ菌 尿 二就 テ

YukioTsuge:OberBazilluriebeiLungentuberkulose

著 者ハ結核 患 者 ノ血 液蛇 二尿 ヨ リ結 核 菌 培養 試験 ヲ

行 ヒ、 同時 二海 猿 ヲ以 テ動 物 試験 ヲ行 ヒ、共 ノ成績 ヲ

報告 ス。著 者 ノ血 液 培養 法 ノ・、 早 朝12cqノ 血 液 ヲ無

菌的 二探取 シ、 之 二109・ 「〃 エ ン」酸 啓 達 液3aα ヲ加

エ、蓮 心沈 澱 ヲ行 ヒ血 清 ヲ除 去 ス。血 球 ヲ蒸 倒 水 二溶

カ シ、 藪 同浮 蒸水 ヲ以 テ洗 漁 シ、 共 ノ沈 澱 物 ヲ15%

硫酸 ト同量 二混 和 シ、 弧 ク振 襯 ス.5分 間 静 置 後、燕

瑠水 ヲ加 へ 蓮 心沈 徽 ス。 此 ノ沈 澱物 ヲ「ビベ ッ ト」ヲ

以 テ5本 ノ試 験 管(培 養 基)二 移 ス。 其 ノ後 型 ノ如 ク

37。C二 保温 ス。L6wenstein氏 卵 黄 培 養 基 ・・其 ノ都

度製作 ス ル。斯 〃移 植 ・yタ)vモ ノ ノ・、5乃 至8週 ニ シ

テ良 ク號 育 ス ト。 上 記 ノ方 法 ニ ヨ リ著 者 ノ・、腎 臓 疾 患

ノ疑 ノ無 イ、35例 ノ肺 結 核 患 者 デ、 尿 二4例 、 培 養

試験 デ結 核 菌 陽性 ヲ示 シ、血 液 ヨ リノ・7例 培 養 試 験 陽

性 成績 ヲ得 タn著 者 ノ用 ヒ タ35例 ノ・、 腎 臓 結 核 ノ疑

ヒ無 ク、泌尿 器 科 的検 査 陰 性 ナ リ。 故 二腎 臓 結核 以 外

ノ結 核 デ、 腎臓 結 核 ノ無 イ場 合 デ モ、尿 中 二結 核 菌 ノ・

謹 明 シ得 ル ノデ ア ル。(刀 根 山、 早 川抄)

H.Schoenemann:Kurzwellenbehandlungder

plastischenPleuritis

人工 氣胸 ヲ行 フ時 二實 際 ニハ 肋 膜 ガ肥 厚 シ 硬 クナ ツ

タ リ等 シテ空氣 ノ入 ラナ イ 場 合 又 ハ入 ッ タ 空 氣 ニ ヨ

ツテ起 ル色 々 ノ障 碍 ニツ イテ 述 べ テ カ ・ル 障碍 ノア

ル場 合 ニハ短 波 治療 ガ特 二敷 果 力●ア リ、叉 ス ペ テ ノ肋

膜炎 過程 ニモ 短 波 治 療 ノ 推 賞 ス ベ キモ ノナ ル コ トヲ

述 べテ ヰル。(刀 根 山、 青 野 抄)

Trioform・Goldsiege1及 ビTrioformstandardニ

ヨル喀疾 消 毒試 駿

FriedrichHoder:VersuchzurSputumdesinfektion

mitTrioform.GoldsiegelundTrioformstandard.

著者 ハTrioform-GoldsiegelトTrioformstandard/

3%、5%、10%溶 液 ヲ用 ヒテ 結 核 患 者 ノ喀 疾 ト混

ジ、 之 ヲ夫 々1、3、5時 間 ノ後 二海 猿 ヲ使 用 シテ動 物

試験 ヲ シタ結 果 ヲ比 較 シテ述 べ テ ヰ ル。

Trioform・Goldsiegelノ ・非 抗 酸 性 菌 二樹 シテ 試 験 管 内

二於 テ叉 ハ人 間 ノ皮 膚 ノ上 ノ試 験 二於 テノ・著 シイ 敷

力 アル ニ モ拘 ラズ、喀 疾 中 ノ結 核 菌 二封 シテ ハ5時 間

ノ作用 後 デ モ之 ヲ死 滅 セ シメ ル コ トハ 出來 ナ イ。動 物

試験 二於 テ ノ・何 等塵 置 シナ イ 同量 ノ混 合 喀 疾 デ感 染

録 943

セ シメ 凱 照動 物 二比 シテ 梱 患 が 少 シオ ク レル コ トハ

認 メ ラ レ タカ●Trioform・Goldsiege1ヲ モ ツテII客疲 ヲ膚1

置 シタ モ ノデ ・・一・例 モワ詮 二結4蔓 菌 ヲ 死 減 セorノ タ

モ ノナ ク、印 チ スベ テ 試験 動 物 ハ皆 典 型 的 ノ結 核 二罹

患 シタ。

Trioformstandardヲ モ ツ テ 同 様 ナ'方法 デ行 ツ タ動 物

試 験 二於 テ ・・非 常 ニ ヨイ成 績 川iiテ ヰル。

Trioformstandardノ 製 刑 ハ 名li核患 κ ノ1喀ヲ炎ノWl,liニ

ヨ ク適 合 シテ オ リ,而 モ比 較 的 傾 少 ノ濃 度 デ 弧 力 ナ作

用 ヲ現 ス ト云 フ利 往 ガ ア ル。著 荷等 ノ實験 二於 テ ・・既

二1%溶 液 ヲ2:1ノ 比 二結 核1喀瑛b混 ジテ5時 間以

内 デ結 核菌 ヲ死 滅 セ シ メル コ ト が 出來 タ。 爾 濃 厚 ノ

Trioformstandard溶 液 ヲ使 用 ス ル 時 二・・同様 ノ作 用

ノ・著 シ イ短 時 間 内 二 目的 ヲ達 スル コ トが出來 ル。

(刀 根lll青 野 抄)

結 核 二 於 ケ ル 網 歌 内 皮 系 ノ 機 能 ニ ツ イテ ノ追 加

試駿 、 第 二報 、結 核 患者 二於 ケ ル 試駿

JAlf61dy,Dr.Z.v.BemathundDr.E.v.Engel.

mayer:WeitereUntersuchungenliberdieFunktion

desreticuloendothelialenSystemsbeiTuberkulose.

著 者 等 ・・結 核 二罹 患 セ ル動 物 ノSalvarsan員 荷 ニ ヨ

ル網 状 内皮 系 ノ機 能 槍 査 ニ ッ イ テ 既 二螢 表 シテ ヰ ル

カ●第 ニ トシテAdler・Reimannニ ョ ルKongorotme-

thodeニ ヨツ テ60人 ノ患 者 ニ ツテ 測 定 シタ結 果 ヲ報

告 シテ ヰ;レ。

Kongoindexノ ・8例 ノ健 康 者 一 ツ'4テ ノ・42.5カ ラ

80.1ノ 間 ヲ動 揺 シ、ZF均 値 ハ62.3デ ア'レ。

15例 ノ培 殖 性 及 ビ 硬愛 性 肺 趨 二 於 テ ・・50カ ラ90.5

デ ア リ7F均 値 ・・66堆 殖 性 播 種 型 一 経 過 セ ル 例 デ ハ

イ ク ラ カ高 ク74.5デ ア ノレ。

滲 出性 及 ビ培 殖 性 ノ部 分 的 二 詮 明 サ レル モ ノデ・・50

-80 .8。

純 滲 出性 型 ノモ ノデ ・・80.6-176デ ア ツ タ.

100以 上 ノKongoindexニ ツ イ テ ノ・多 ク ノ學 蕎ニ ョ

リ意 見 が述 ベ ラ レテ ア ル が.著 者等 ・考 ヘ ニ ヨ'レ ト廣

範 園 ノ結 核 ノ 場 合 殊 二 滲 出性 過 程 ・際 二 ・・色素 ノ者

シイ量 が結 核 ノ組 織 自 身 一 ト ラ レ 結 核組 織 ノ細 胞 ・・

然 シ、ソ ノ減 退 セ ル活 動 性 ノ爲 二色 素 ヲ長 〃結 奇 シ叉

ノ・作 用 ス ァレ能 力 力・ナ ク ソ レ等 ヲ再 ビ1時 間 以 内 二血

中 二 出 ス ト述 ベ テ ヰ ル。Adler・Reimann;ヨ ルKon・

gorotmethodeニ ヨ リ塘 殖 性b滲 出性 型 ノ間 二 ・・反 磨

ノ結 果 二著 シ イ差 異 ガ認 メ ラ レノレ、是 等 ノKongoindex
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ノ差 異 ハ網 状 内 皮 系(R.E.S.)ノ 機 能 昌差 異 が ア ル爲

ア・ア ル。Kongoindexノ 測 定 ト他 ノ定 性 診 断 二川 ヒ♪レ

臨 脈 的 方 法(例 ヘ バ、 熱縄 過 、 赤沈 反庶 、 喀 燦 所 見、

kソ ベ♪レ〃 リ ン
J反 復 反 慮(Tuberkulinwiederh・1ungs・

reaktion)ヲ 比較 ス ♪レ1・明 二Kongoindexハ 全 ク「ッベ

,レク リン」反 復 反慮 ニ ー・致 シテ ヰ'レ。 叉Kongoindex

ハ「ツベ 吻 リン」反 復 反獅 共 二 像 後 二甥 シテ モ非

常 ニ ヨ ワー致 シテヰ ル。 更 二著 者等 ハR.E.Sノ 機

能 及 皮 膚反 臆 ヘ ノ脾 臓 照 射 ノ数 果 ヲ脚 ベ テ ヰ ノレ。

1ツ ベ ル ク リ ン」反 復 反 慮 ハ 豫 後 良 好 ノモ ノデ ハ 最 初

司 リ次 ノ反 晦 ノ方 が ヨ リ弧 ク 出 ル。

反慮 ノ結 果 が最 初 二比 シ同 ジ カ、叉 ノ・弱 イモ ノノ・豫 後

不 良 デア,レ。 是 等 ノ 關 係 ・・Kongoindexノ 値 ト比 較

ス レバ殆 ド100%二 平 行 シテ ヰ]レ。R.E.Sノ 機 能 良

好 ナJt/モ ノ・・Kongoindex・ ・低1直 デ 反 復 反 慮 モ亦 良

好 ナ,レ反 応(上 昇)ヲ 示 シテ オ リ、之 二反 シテ滲 出性 型

叉 ノ・混 合 型 ノ患 者 ノR.E.Sノ 機 能 ハ不 良 デ ア リ、

Kongoindex・ ・高 値 ヲ示 シ、 反復 反 慮 モ ソv二 相 當 シ

テ不 良 ノ 結 果 トナ ツ テヰ ル。 是 等 ノ關 係 ヲ充分 二追

究 ス'レ爲 二R.E.S細 胞 ノ最 多 クア ル 臓 器 トシテ ノ

脾臓 ノ「レ ソ トゲ ソ」照 射 ヲ行 ツタ。脾 臓 照 射 ニ ツ イテ

ハ多 ク ノ人 一 ヨ リ實験 サ レ 意 見 が 述 ベ ラ レテヰ ル が

著 者 ノ例 デ ・・、即 チ患 者 二第2同 ・皮 内 反 慮 ヲ施行 後

5--7日 デ ソ ノ脾 臓 ヲ「レ ン トゲ ン」照射 シテ行 フ(照

射 後24時 間)、 第3回 皮 内反 慮 ノ・スペ テ ノ例 二於 テ相

當 ナ上 昇 ヲ示 シKongoindexモ ソv二 相 當 シテ ・紀ル。

反 慮 結 果 ・上 昇 トKongoindex・ 良好 トナ'レ コ ト ・二

・・一 定 ノ關係 がア,レ カ ノ様 ニサ へ 見 エル。著 者 等 ノ實

験 二SJレ トR.E.Sノ 機 能 ・・脾 臓 照 射 ニ ヨツ テKon.

goindex一 ヨ リ詮 明 サ しつレ様 二良 好 トナ ル。 ソコデ

Urbanski/51例 ノ肺 結 核 患 者 二肺 脾 合 併 照 射 二=ツ

テ52%ノ ・永 久 二25%・ ・一 時 的 ノ快癒 ヲ示 シタ云 フ治

療 的 實験 ヲ支持 ス ル コ トガ 出來 ル。肺 結 核 患 者 ノ治 療

二脾臓 照 射 ・・其 ノ他 多 ク ノ學 者 が之 ヲ推 賞 シ テ ヰ ル。

著 者 モ結 核 患 者 ノ ー 部分 ニ ツ イテ2年 來規 則 正 シク

脾 臓 ノ照 射 ヲ行 ツテ ヰ ル が1例 モ 障 碍 ・・ナ ク 相 當 著

シ イ快癒 ヲ示 シ自畳 的 ノミナ ラ ズ、他 昼 的 ニ モ之 ヲ詮

明 ス ル コ トが出來 タ。

以 上 ヲ総 括 ス レバ

1)Kongoindexノ 測 定 ノ・結 核 ノ定 性 診 噺 二於 テ使 用

シ得 ベ キ診 断 上 ノ補 助 實 験 デ ア ル コ トが 詮 明 サ レタ。

2)Kongoindexノ 値 ト「ヅ ベ ル ク リ ソ」反 復 反 鷹 トノ・

録 【第14巻

ソ ノ像後 的 意 義 二關 シテ非 常 ニ ゴ〃一 致 ンテ ヰル。

3/R.E。Sノ 機 能 ト反 復 反 慮 ノ紹 果 ト・・脾 膿 ノ1レ

ン トゲ ン」照射 後 ハ 準行 的 二上 昇 シテ ヰ ル。

4)1ツ 箕 験 ノ納 果 ヨ リ 慮 脱療 法 ノ出來 ナ イ 増殖 性

叉 ハ混 合 型 ノ患 者 ノ場 合 ・・油 療 的 脾臓 照射 ヲ 行 ツテ

JL;レベ キ デ ア,レ。

5)上 遁 ノ實 験 カ ラ「ツベ ル ク リン」二=ル 「ア レルギ

ー」性 皮 膚 反 膨 ノ 状 態R・E・Sノ ・不 可 鉄 ノ役 割 ヲ演

ズ,レモ ・デ アル。(刀 根 山 青 野 抄)

肺 結 核 二 於 ケ ル 無 氣 肺

A.Kapuszewski:AtelektasebeiLungentuberkulose

著 者 ハ肺 結 核 ノ際 二合 併 スル 色 々 ノ 場 合 ノ無 氣肺 ニ

ツ イテ ソ ノ原 因、 搬 生 、艦 別 診噺 、 空 洞 ト ノ關 係、 更

二虚 脱 療 法 トノ關 係 ヲ詳 違 シ例 ヲ以 テ 設 明 シテ最 後

二i欠 ノ如 ク結 論 シテ ヰ ル。

1)Massivナ 及 ビ小葉 性 無氣 肺 ハ 共 二肺 結 核 二合 併

ス ル0

2)Massivナ 無 氣 肺 ・・慢 性 硬 璽 性 肺 結 核 ト叉 癒 著性

肋 膜 炎 ト非 常 ニ ヨク錯 誤 サ レ易 イ。

ソ ノ正 確 ナ診 噺 ノ・唯Bronchoskopie及 ビ肋 膜腔 内 ノ

Manometrieニ ヨ リテ ノ ミ可 能 デ ア ル。

3)小 葉 性 無 氣肺 ハ唯 想 像 的 二診 噺 サ レル ノ ミデ、粗

大 ナ硬 墜 、葉 間 性 肋 膜 炎 及 ビ乾 酪 隻 性 團塊 ト鑑 別 診噺

ヲ立 テ ナケ レパ ナ ラ ナ イ。

4)無 氣 肺 ハ空 洞 ノ登 生 二非 常 ナ 役割 ヲ演 ジテ キ,レ。

無 氣肺 ハ空 洞 ノ楕 大 蚊 ビ ニ 取 縮 ヲ ド千 ラ ニ モ 好 都 合

ナ ラ シメ ル モ ノデ 決 定 的 ナ コ ト・・空 洞 壁 ノ雨 側 ヘ ノ

1堅力 關 係 デ ア ル。

5)虚 脱療 法 ノ治 療 的 敷 果 ハ 叉 空洞 ガ排 水 ス ル 氣管

カ ラ分 離 サ レ癒 痕 形 成 及 空 洞 敢 縮 二 役 立 ッ無氣 肺 ヲ

虚 睨 セ'レ肺 二起 サ ス コ トー モ ア ル。(刀 根 山 青 野 抄)

15、16、17同Rheinisch・Westfalisch結 核 集 談會

ノ報 告

Lochtkomper:TagungsberichtederRheinisch・West-　
falischenTuberkulose・Vereinigungtiberdie15.16

und17Sitzung.

15同.1934、11月DUsse1dorfニ テ。

Dr・Walter:結 核 ノ診 噺 ト治療b・ ・今 日長 足 ノ進 歩

ヲ來 シタ が、 結 核 ノ 撲 滅 ニ ハ 年 々莫 大 ナ経 費 ヲ 費 シ

乍 ラ開放 性 結 核 ノ歎 、結 核 死 亡 奉 ヨ リ見 テ著 シ キ進 歩

ノ・ナ4。 共 原 因 ハ恐 ラ ク(1)結 核 患 者 ノ 登 見 が 絵 リ

ニ遅 イ事 、(2)治 療 開 始 ガ渥 レ、治 療 ガ徹 底 セ ズ、 然
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カモ期 間 モ 短 力P、(3)周 園 ノ人 ヘ ノ 豫 防 策 が 徹 底

セメ、治 癒 患 者 ノ相 設 所 ノ少 ナ イ事 等 デ ア ル。

肺結楼 卜作業 能

Kiefer:1川 αentuberkuloseundLeistungsf5higkeit.

勧 メ作 業 能 二就 イ テ要 約 ヲ述 べ、肺 結 核 ト作 業 能 昌就

イテi欠ノ如 ク違 ベテ ヲ ル 即 千結 核 患 者 ノ作 用能 ハ其

病勢 ガ多檬 ナ ル如 ク極 メテ 複 雑 デ ー様 ニハ 云 ・・レ ヌ。

然 レ ドモ大饅 二於 テ活 動 性 、 進 行 性 、廣 範性 結核 叉 ハ

長期 ノ薫胸 、 合併 症 、念 性 肋膜 炎 等 ハ著 シ η作 業 能 ヲ

減退 セ シ メ、途 ニハ不 能 二昭 ラ シム。 而 シテ滲 出性 結

核 ガ必 ズ シモ之 ヲ強 η減 退 セ シ メ、堆 殖 性 結 核 二醸 リ

減 弱 セ シメ ズ トノ見解 ハ正 シ ηナ イ。

作業 能 ノ検 査 二・・膝 關 節 屈 伸 法、 階 段 上 昇Ergomet・

rischeMethode二 俵 ツ テ呼 吸 、循環 系 統 ノ機 能 憂 化 ヲ

楡ス ル ニア ル。結 核 二於 テ患 者 ノ作業 能 ヲ剣 定 ス ルハ

作業療 法 ヲ慮用 スル ニ必 要 ニ シテ 相談 所、療 養 所、 保

養所 其他 ノ機 關 ノ畢 ゲテ研 究 ス ベ キ重 大 問題 デ ア ル。

Kieferノ 講 演 二迫 加

B6hme:結 核 患 者 ノ作 業 能 ・・病 型 ヤ、 喀 疾 中 ノ菌 ノ

有無 ト・・必 ズ シモ ー致 セ ズ。氣 胸 ヲ施 シヲ ・モ精 稗 勢

働ハ 出來 ル場 合 ザア ル。作 業 能 検 査 法 モ 同 人 デ モ 日、

歌 態 ニ ヨツテ異 ナ ル カラ絵 リ期 待 ・・掛 ヶ ラ レヌ。精 密

ナ ル検査 、 患 者 ノ個 性 、作業 慾 等 ヲ楡 ベ テ作 業 能 ヲ剣

定ス ペ キデ ア ル。

Grosse-Brockboff:評 吸機 能楡 査 法 二從 來 ノ方 法 ノ外 、

「ヒ スタ ミy」 注 射 後 二 障 碍 サIV・L動 脈 血 酸素 供給 量

ヲ基 準 トシテ 見'レKleinu.Nonnenbruchノ 方 法 ガ庶

用 セ ラ ル。

「レン トゲ ン」動態 寓 眞 上 ノ心 膿 、 肺 膿 、 横 隔 膜

Tarker:Herz,LungeundZwerchfellinR6ntgenki-

mofilm.

「レ
」動 態鳥 眞 ニ ヨ リ健 康 心,大 動 脹 及 信 帽 矯 膜 病 、 心

筋 炎、 心嚢 炎 ノ状 態、 呼 吸 ノ心臓 ヘ ノ影響.横 隔 膜 紳

繧捻 除術 後 叉 ハ横 隔 膜 億 著 時 ノ其 状 態,氣 胸 ニ ヨル縦

隔 蜜、 大 血 管 ノ轄 位 ヲ示 シ、且 ツ實 験 的 心iタ ソポ ン」

薫 管枝 閉塞 時 ノ夫 レ ヲモ指 示 シ詮 明 ス。

16同 、1935.5月 、Becbum二 於 テ。

結楼 療法 ノ最 後 相 トシテ ノ作 業 療 法

W.Bronkhorst:DieArbeithuralsletZtePhaseder

Tuberkul・sebehandlung.

飾結 核 ノ治 療 二必 要 ナ長 期 間 ノ 安静 ハ 作 業 ノ習 慣 ヲ

完全 二消 失 セ シメ ル。併 シ安 静 カ ラ急 二勢 務 二服 ス ル
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ノハ塘 悪 ヲ來 ス危 瞼 ザ 大 デ ア ル カ ラ
、療 養 所 等 二於 テ

ハ最1'安 解 ヲ必要 トシナ イ 患 者 ハ 共状 態 、 作 業 ノ種

類 、時 間 等 塒 師 ノ指導 ノ下 二漸 次 通 當 ナ ル業 務 二服 セ

シム,レ 時 ハ危 陰'し+ワ シ テ 作 業 能 ヲ完 全 二還 元 セ シ

メ得 ル モ ノデ アル。

追 加

Vehring:勢 役 可能 ナ リヤ 否 ヤ ノ橡 査 ニノ'臨肱 的治 癒

患 者 二初 囎 操 、 向由 運 軌 行 η蝉 ヲ行 ッ テ居'レ。

Schultp・Tigges:作 業 可 能 ナ'レ患 者 ・・屋 外 ニテ適 宿 ナ

作 業 ヲナ サ シ ノ、 漸 次 周 嗣 ノ事情 二慣 レシ メ、完 全 ナ

,レ勢 役 者 トス、 叉Berufsberat(.r及Gewerbsschvl・

ddirektorヲ 作 リ適 當 ナ,レ就 職 世話 ヲナ ヌ。

VolkswistKurtAlexander:本 院 二於 テ・・業 務 叉 ・・

職 業 ノ組 織 化 ヲ圖 リ、 患 者 ヲ適 當 ナ'レ 系統 二配 置 シ、

患 者 ・作 品 ヲ民 衆 二示 シ、 利 用 セ シ メ、如 何 ナ ル組 織

が蜀 逸 ・現 状 二適 ス,レカ ヲ岡,レ。

胸 廓 ノ創 傷 卜堅 搾

Prof.Dr.BUrkle.delaCamz:Brustkorbverletzung

u.Brustkorbquetschung.

胸 廓損 傷 ノー ナ'レ胸 震 盆 ・・呼 吸 障 碍、 血 歴 下降 、胸 痛

ヲ訴 へ、重 症 ナ,レ時 ノ・死 ス'レ事 サヘ ア,レ。 胸 廓 ノ挫 傷

及 歴 迫 ・・胸 壁 及 胸 廓 内 ノ損 傷 ヲ見 ル。肋 膜 ノ損 傷 ヲ來

セ シ場 合 ニ ノ・皮 下 氣 腫 ヲ件 フ事 ア リ、歴 迫 ニ ヨ ツ テ1・

其 作 用 部 ノ上 部 二斑 状 叉 ・・鮎 状 ノ出 血 ヲ來 ス。恐 ラ ク

・・會 厭 軟 骨 ノ閉 塞 ニ ヨ リ起 ル モ ノナ ラ ン。其 他 心 臓 縛

位 ヲ來 ス事 有 リ,外 傷 ・・蜂 窩 織 炎 或 ノ・膿 胸 ヲ併 騒 ス ル

事 ガ ア ル。

致 死 的胸 廓 損 傷 ノ病 理 解 剖 學 的 観 察

DiBiasi:Pathologisch-anatomischeBeobachtungbei

t6dlichenBrustkorbverletzungen.

52人 ノ坑 夫 ノ致 死 的 傷 創 ノ観 察 デ ア ル、 多 ク ・・肋 骨

骨 折 デ 同 時 二 筋 肉、 肋 膜 、 肺 等 ノ損 傷 ヲ件 ヒ、 脾 、

肝 、心 臓 等 ノ創 傷 ヲモ件 フ事 ガ ア ル。 死 因 ・・大 量 ノ胸

廓 内 出血 デ ア リ、 同 時 二「シ.ツ ク」モ考 ヘ ラ ル、 叉 損

傷 後肺 炎 、 膿 胸 、脂 肪 「ヱ ンポ リー」ヲ起 シテ死 亡 ス ル

モ ノモ ア7レ。

外 傷 卜肺 結 核

Prof.Reichmann:TraumaundLungentuberku!ose.

胸 廓 外 傷 後 結 核 ノ騒 病 叉 増 悪 ヲ来 ス事 ・・稀 デ ア ル。雨

者 ノ相 互 關 係 ノ・次 ノ條 件 ヲ必要 トス。(1)外 傷 ガ高

度 デ(2)其 二依 ツ テ障 碍 サ レタ部 分 二結 核 ガ起 り、

叉 ノ・増 悪 シ、(3)而 カモ是 等 ・・外 傷bノ 時 期 的 關 係
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ラ 育 セ ネ バ ナ ラ ヌ.

心 震 邊

G.Schlomki:Conmotiocordis.

乍病 ハ鈍 器 二 因,レ胸 廓 外 傷i後起 アレ心 臓 ノ機 能 的 璽 化

ニ シテ 器 質 的創 傷 二 γ ラズ、反 射的 二起 ゆ、 直 チ ニ,1楡

脱 二1軸 レllf、本病 ・搬'1こニハ外 力 ノ轍`い ユ1、作 ♪1撚静

密 接 ナ㎜係 が ア'レ。 脳 御t及 心臓 白 身 ノva{1!1-:ヨ'レ

疵 状 ヲ呈 ス。 此 際 勉 状 動 脈 ノ 循」蓑障61}が 認 メラル事

モ ア リ、 貧 血性 心 臓 硬 塞 ノtAl1〃慢 性 経 過 ヲ1・]レ場 合

モ ア ル。

17同 、1935、11刀DUsteldorf二 於 テ

無 気 肺

H.W.Knipping:Atelektase.

Massivノ 慢 性 無 氣肺 ・・氣 管枝 栓 塞 ニ ヨツ テ起 リb

Massivノ 急 性 無 氣肺 ・・種 々 ノ型 カア リ結 核 、 腫 瘍 、

大 動 脈 瘤 等 二附随 シテ來 ル.細 氣 管枝 ノ栓塞 ハ常 二大

小 ノ無 氣 肺 ヲ來 ス。 無 氣肺 ・・肺 炎、 硬 塞、 肋 膜 滲 出

液 、 癒 著 等 ト瞳 別 ヲ要 シ、 之 が診噺 二・・臨 抹 的症 状

「レ」像 、 豫 診、 経 過 等 ニ ヨ リ決 定 ス ベ キ デ ア ル。 其

他 無 氣肺 二就 キ噺 片 的 二述 ブ。

無 氣肺 卜肺 結 核

Simon:AtelektaseundLungentuberkulose.

肺 ノ虚 脱療 法 ハ 無 氣肺 ヲ起 ス事 ガ ア ル。元 ヨ リ氣 胸 デ

・・上 葉 ノ、横 隔 膜 神 経捻 除術 デ ハ 下葉 ノ虚 睨 ヲ起 シ易

ク、 時 二 ・・全 葉 ノ無 氣肺 ヲ起 ス事 が アル。晩 期 結 核 ノ

無 氣肺 ・・肺 炎及 ビ空 洞 ノ周 園 二來 易 イ・無 魚 肺 ハ空 洞

ノ泊 癒 ニノ・有敷 デ ア ル。廣 イ無 氣 肺 ハ成 人 昌・・稀 デ ア

,・が連 縦 喀 血 叉 ・勒 膜 炎 後 二來'レ事 が ア〃・小 見 昌於

ア ・・初 感 染 竈.淋 巴腺 腫 服 、 葉 間 肋膜 炎 ガ氣 管 枝 挾 窄

ヲ來 ス故 二大葉 性 無 無肺 ヲ起 ス 事 が アル・無 鍛肺 ノ駁

生、th失 二 ・殆r障 碍 ヲ件 ・・ヌモ ノデ ア'レガ・其部 二

悪性 分離 機 鳳 肺 炎 瀞 氣 腫 ヲ起 ス要 岡 トナ ル・

肺 炎 及 副下 葉 呂於 ケ ル無 氣 肺

B6hme:AtelektasebeiPneumonieundbeiakzess,

o且is('henUnterlappen.

肋 炎 二 於 ケ ル無 氣脚 ノ・粘 稠 ナ分 泌物 ガ氣 管枝 ヲ塞 メ

タ場 合 叉 ・・腫 大 セ ル氣 管 枝 腺 ノ歴 迫 ニ ヨ リ起 ル。副 下

葉 ・・山來 空 氣 ノ流 通 悪 ク分 泌 物 ・meシ 易e・Eメ ニ

肺 根部 ノ淋 巴腺 腫 服 シ氣 管 枝 ヲ 座 迫 ス ル時 ハ 無 無 脾

ヲ生 ズ、本 葉 ・・縦 隔蜜 二近 ク ニ ア ル ダケ大 ナ ル意義 ヲ

有 ス。 泊 癒=ス ・レ嵐 反 復 性肺 炎 氣 管 枝 楯 張 症 ヲ起 シ

テ來 ル コ トモ ア ル。

Knippingノ 講 演 二追 加

HUbschmann:病 理 解 剖 學 的 立場dリ 魚 胸 、 水 胸、 腫

瘍 等 ニ ゴツ テ起 ル 歴 迫 性 無 氣肺 ト肺 組 織 ノー 部 ガ何

等 カ ノ原 因 デ吸 敗 不 能 トナ リ、遽 二空氣 ノ吸 牧 サ レル

翁 メニ起 ル吸 牧性 無 氣 肺 ト ニ 分 ツ。 是 等 ノ蓮 金 ハ明

カデ ナ イ が組 織 化 ヲ起 シ易 ク、叉 ハ 危 瞼 ナ炎症 モ起 シ

易 イ、 其 他解 剖 學 的 愛 化 レ像 ヲ略 違 ス。

(刀 根 山、 柳 澤 抄)

結 核 外 專 門 雑 誌

結 核 性軟 壊 二於 ケ ル菌 胆 蛇 二"Hetero・aSlergy"

ノ役 目

W.Pagel:Theroleofthebacillusandof"hetero・

allergy,,intuberculousliquefaction.(Journalof

PathologyandBacteriology:Vol.XLII,No2,1936)

著 者 ノ・結 核 性 軟壌 二封 シ テ ノ・細 菌 性 産物 ヲ含有 ス ル

組 織 ノ化學 的 反 磨 ヲ 考慮 ス可 キ デ ノ・ア,レマ イ カ ト思

ヒ、 圭 ト シテ 結 核 菌 含 有蛇 二非 含有 材 料 ヲ海瞑 二注

射 シテ人 工 的組 織 中 ノ菌 髄 ノ影 響 ト 化 學 的 生 産 物 ノ

其 レ トヲ比 較 ス可 ク下 記 ノ如 キ實 験 ヲ行 ツ タ。 即 チ、

「ク・リセ リ ソブ イ 司 ン」(PH7.1)3.5蝿 二 無 菌 的 働 性

人 血 清0.5蝿 蛇 二結 核 菌 浮 游液0・2蛭(約0・2彪)ヲ

加 へ之 ヲ37℃ ニテ10-30日 間 培 養 シ結 核 菌 が豊 富

二 骸 育 ス ル ヲ待 ツ テ 該 培 液 ノ牛 分 ノ・之 ヲL5ニ テ濾

過 シ菌ヲ除去 シ、 残絵 ノ牛分ノ・共 ノ儘デソレゾレ15

封度20分 間滅菌 シ凝固セ シメタ。以上 ノ如 クシテ調

製 シタモノヲ組織 ノ人工的代用物 ト見倣 シ、各 々ヲソ

vゾ レ乳鉢ニテ食藍水浮游液 ト シ其等 ノ0.2蝿 宛 ヲ

6匹 ノ正常海猿並二15匹 ノ結核海瞑 ノ腹壁皮内二注

射 シ4-16日 後 二 骸赤部ヲ肉眼的虹二組織學的二精

査 シタ結果大饅次 ノ如 キ結論二到達 シテ居ル。即チ,

結核性軟壊ノ・過敏現象デアル。菌饅ノ・過敏反庶ヲ惹起

セシメルが故二軟壌 ノ壁展 三 ハ菌盟 ノ存在 ガ必須的

ノモノデアル。軟壊 ヲ惹起スル トコロノ過敏反磨ノ・

逆 兵現象二於 テ認 メラレル糠 ナ結核性過敏 ト密接

ナ關係 がアル檬デアル。異物反磨ノ・正常動物二於ケル

ヨリモ結核動物二於テヨリ迅速二登現スル。夏二結核

性過敏動物二在ツテノ・、之二、結核菌禮 ヲ歓如 シ唯菌
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蜜 育 二律 ジテ 産生 サ レ ヌ物 質 ・ ミ ヲ 含 有 ス ル人 工 的

組 繊 ヲ注 射 ス ル ト4d6日 以 内 二異 物 反 懸 ノ遇 敏 性 璽

型(`'beter・ ・alle・9ic"reacti・n)… ラ ンZ・ ・ンろ氏

型 巨態 細脇 ヲ随 俘 セ ル肉 芽 竃 ノ形 成 ガ起 ル。併 シ斯 カ

ル反 磨相 ハ菌 饅 ヲ含 有 セ ル 尺工 的組 織 ヲ注 射 シタ場

合 ノ強烈 ナ ル当敏 反 磨 二於 テ ハ 蟹 現 シナ イモ ノデ ア

ル。(九 大 細 菌 占 部 薫抄)

Dold氏 尿 素集 薗 法 二 俘7結 楼 薗 漉 殺作 用

HansRooschiiz:Abt6tUngderTuberkelbacillenals

erWtiiLgchteNebenvrirkungbeiderTuberkenbacillen・

AnreichefungmitHarnstoffnachDoRd.(Zeitschrift

血rHygieneundInfektionskrankheiten:Bd・117,

Heft4.1936

Dold氏 ノ尿 素庫 罎 二俵 レ結 核菌 集 歯法 二際 ンテ同 時

二結 核菌 ガ減 穀 サ レ ・レモ ・ナ リ ヤ 否 ヤ ヲ 楡 知 セ ・ ト

シテ、 患 者略 嬢 ヲ飽 和 尿 素 液 ト混 ジ20-100℃ ニ テ

慮置 シ其 ・沈 造 ヲ培 養 二 供 ス ・ント共 二海 瞑 ニ モ接 種

シタノデ ア ルザ 其 ノ 結 果、 飽 和 尿素 液 ヲ40℃ ニ テ

50分 間、95℃ ニ テ5分 間作 用 セ シ:… 等 ノ場 合 二在

テハ結 核菌 ハ践 二滅 段 サ しル事 ヲ知 ツ ヌ.然 ル ニfア

ンチ フtJE/ミ ン」集菌 法 ノ暑 合 ニ ノ・結 核 菌 ノ・塗 生存 シ

毒 力 ヲ保 持 シテ 居 ヌ。 但 シ ア ン ≠ フゼ ンミンー法 ト尿

素 法 ト ノ間 ニ ハ 染 色上 遊 一 集 菌 上 優 劣 ノ・認 メ得 ラ レ

ナカツ タ,

禽尿素 集菌 法 ノ際 二10ち 硫 駿 水 ヲ添 加 ス,ンコ トニ俵

テ然 ラザ〃暢合 二 比 シ テ 結 核 菌 ノ染 色 上 並 二集 菌 上

二好結果 ヲ齎 ラ シ得 ル事 が列 ツ タ.

(九 大 細 菌 占部 薫 抄)

結核 菌 ノ.,集 落 解 離"呂 關 ス ル研 究

BrmBesta:UntersuChungenitberdie..DissoZiati-

on●●vonTuberkelbacillen.(Zeitsch㎡tfiirHygiene

しInfektionskranltheiten;Bd.117.H.4,1936)

人型、牛 型各 結 核 菌 ヲS型 遊 二R型 二集 落解 離 ス ル コ

b・《insriv,,inVitro共 二比 較 的 容 易 デ アソ タ ガ島

型結 核菌 ノ集 落 解 離 試験 ・・徒 勢 二 了 レ コ トザ屡 ミデ

アジ タ。

Koch研 究所 ノ結 核 菌 株 ヨ リ集 落 解Eセ ルR型 及 ピS

型 ノ雨愛 異 菌 ノ生 物學 的 性状 ニ ノ・根 本 的 ノ差 異 ノ・無

ク叉毒 力 モ殆 ド常 二 同程 度 デ ア ツ タ.

Pa鋤r研 究 所 ヨ リ送 ラ レ タ 人型 牛 型 各 結 核 苗 ニ シ

テ嘗 テB曲ugザ 毒 力 ア ルR型 拉 二毒 力無 キS型

}二 集落 解 離 シ得 タ ト云 ツ テ 屠,ンモ ノノ・責 へ 素 々毒

録 舗7

カ ア,レ抗 酸 性 菌 結 核 菌)卜 毒 力 無 キ抗猷 性 菌`所 謂非

病 原性 抗 酸 性 菌♪ノ混 合 培 養 デ ア ツ タ コ ト ヲ認 ノ得

q 。 而 モ 前K一 ハ更 二、毒 力 ア ルR型 、S型 二、 後K-・ ・

毒 力 葦 キR型 、S型 二何 レ モ 奥 落解 離 シ タ ノデ ア ソ

a .(九`{、 紬 菌 占部 薫 抄)

試駿 管 内 二於 ケ ル喰 薗 細 胞 内結 核 菌 ノ破 壌

B.J.C}d"ron:T卜eDestructionofTuし"・rd`・Bacilli

withinPh、lg・(ド 、t・・9inVltroJourmlofInfectsous

I)iseas(・s:V司.58.N{,.1,lt":36 ,、

桔 核 菌 ザ 梁 シテ 皐 核 白血 珠 並 二 正 常 血清 乃 至 ハ免 疫

血 清 ノ存 在 ・下 デ動物 盟 外 二 於 テ 破 凄 セ ラ ル ・モ ノ

デ ア ル う否 カニ就 テ究 メ ノ トシ、同 時 二血 清 中 ノ抗 盟

秘凝 集 素 、ノ濃度 及 ビ血 清 叉 ハ 白血 球 ヲ探取 シ 眉 當該

動 物'過 敏 状 態 ト溶 菌 ノ程度 ト ノ関 係 二就 テ モ 研 究

;タe

供 試 菌 トシテ ハBCGヲ 用):、 軍 杉 白血球 ヲ純 梓 二

近 イ状 態 二取 リ出7・ニ ハHughes氏 法 二則 リ、 爾 免

疫 ユ 清 ハBCG接 種 家 兎 ヨ リ探 取 シ・1。而 シテ 白血

球 浮 游 液、 菌 浮 游液 誼 二 稀 繹 血 清 ・三 者 ヲ 各 等 量

0.1ec宛 硝 子瓶 中 二混 ジ、37Cノ 温 度 ノ下 二1時 間

同 縛 シッ ・混 ジ7後 標 準 「ピKワbニ ヨ リ其 ノ1滴

宛 ヲ染 色 楡査 シ タ。

斯 ク テ種 々 ナ ル寅駿 ヲ行 ソ タ 結 果次 ノ如 キ結 論 二到

達 シタ ノテ・ア ・レ。 即 斗結 核 菌 ノ・試鹸 管 内 二 於 テ冤疫

血 清 ノ存 在 ノ下 二 正 常 軍 核 白血 球 二 貧 喰 セ ラ レ其 後

二於 テ溶 菌 セ ラ レ ルモ ノ ニ シ テ、該 溶 菌 ・・免疫 血 清 ガ'

存 在 ス レパ非 常 二促 進 セ 弓 レ.而 モ溶 菌 ノ程度 ト免 疫

血 清 内抗 霞 ・濃度 ト ノ間 ニ ハ相 関 的 繭係 ザ ア,レ。免 袋

セ ラ レ過 敏 歌 態 ニ ナ ッ テ ヰ,レ 動 物 ノ皐 核 白血 球 ト錐

モ ソ ノ血 清 ヲ洗 去 セ ラ レ 知 レモ ノ ニ 在 ッ テ ハ其 ノ溶

菌 力 ノ・正常 動 物 ヨ リ ノ白 血球 ノ ソ レ ト何 等 選 ブ トコ

ロ カ・無 クナ'レ。 血 清 ノ 溶 菌 作 用 ノ 程 度 ハ 富該 血 清 探

取 動物 ノ過 敏 賦 態 ト必 ズ シモ関 係 ア リ ト ノ・限 ラナ イ

棲 デ ア ル。 結 核 菌感 染 個饅 内 二 於 ケ ・レ結 核菌 ノ破 壊

状 態 ハ恐 クノ・軍 穫 白血 球 内 二 於 ケ1・ 結r菌 ノ溶iξ掛

軌 ヲ同 ジ ワユjvモ ・デ7Sウ,(九 →(名菌 占 部抄 ノ

結楼;封 ス ル豫 防接 種 一 人 及 ビ動物 二於 ケ ル比

較 研 究

HJ.C。rpe・,A.P.Damer・w.M・LC・hnandC・

B.Vidal:Vaccinationagain∫ttuberLu}oslsAcoml>

aratiYestudvinmanandanima⊥ さJournalofInfec-

tiousDisease;Vo1.き ト,No.2.1936・
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動 物 二於 テ ハ孤 メ 人型 牛 型 雨 弱毒 生 結核 菌 ヲ接 棚 シ

テ置 ケ パ、弧 毒 結 核 菌 感 染 が防1Lセ ラ21tt・コ トハ既 二

刀;シ テ オ イ タ ト1ロ デ ア ル。

111000mg以 上 ノ弱1瞬
1層1核菌 ・・人 蛇 二動 物 二於 テ、 箏量

・弧毒 死納 核 菌 ト同程 度 ・JI・}所皮 内傷 害 ヲ慰 起 スル

モ ノニ'yテilljモ 人 二於 テ ハ 骸 菌 ノJく1,1:ニヨル .1}1}所傷

害 ハ廣 大 ニ シテ 消 退 力級 慢 デ γ'レカ ラ 免 疫 産 生 ノ目

的 ニ ソ ノ大 罎 ヲ 使 用 スル1ト ノ・當 ヲ得 タ モ ノデ ノ、ナ

イ様 デ アル。

人 二於 テハ弱 雌人 型結 核 菌雌 二易場毒'卜型 結 核 菌(BCG)

ヲ皮 内 二接 種 シ テ モ進 行性1。1月r傷害 ヲ起 サ 人 叉慣 瘍

ヲ件 ・・ザ;レ結 鮪 ヲ生 ジ1!bレ程)隻 ・菌 祇(O.Olrng)ヲ 接

種 シタ場 合 二在 ツテ ハ約6ケ 刀川 内;該 菌 ・生 活 力

・・喪 失 セ ラ レ'レモ ノデ アァレ。

弱毒 生結 核 菌 ヲ毎 刀 接 種 ス レ'・ 人 二於 テ モ 動 物 二於

ケ ル場 合 ト同襟 二共 二封 スル 反 唯 が連 績 的 二 塑牝 シ

人 工 的免 疫 モ漸 次 出來 テ來 ル。 其 ノ結 果 、弧毒 結 核 菌

二封 シテ ハ 其 ノ菌 量 ノ多少 二不 拘 反 晦 が弱 〃 ナ リ、一

方 弱 毒 結 核 菌 ノ大 量 二封 シテ ノ・組 織 反慮 ガ弧 クナ ル

ト謂 フ奇 異 ナル 現 象 が生 ジル。デ アル カ ラ反 慮 ヲ惹 起

ス ル トコ ロ ノ 菌{iヒ叉 ・・免疫 状 態 ノ何 レカ ヲ 的 確 二知

ル コ ト無 シ ニ 唯 病 理 學 的所 見 ノ ミヨ リ 結 論 ス ノレコ ト

ノ・實 際 上 明 ラ カニ何 等償 値 ・無 イ モ ノデ ア ル。

弱 毒 牛 型 結 核菌 ヲ接 種 セ ラ レ タ 動 物 二 ・・強毒'卜 型結

核 菌 二封 シ テ 免疫 反 磨 ノ生物 學 的 特 異 性 力存 在 シテ

居 ノレモ ノ デ ア ル が、コ ・事 ・・強 毒 人 型 結 核 菌 感 染 二封

.シテ 弱毒 人 型結 核菌 ヲ使 用 ス ノレ・が コ リ 敷 果 的 デ ア

,レコ ト ヲ示 スモ ノデ アル ト 思 バ レル。 從 テ人 二封 シ

テ混 合 「ワ ク チ ソ」ヲ用 ヒル コ ト ・・一 顧 二値 ス ル モ ノ

デ ア ラ ウ。

豫 防接 種 ノ目的 デ 弱毒 性 結 核 菌 ヲ用 ヒ ル 場 合 ハ皮 内

接 種 トシ、 共 ノ量 ・・、認 メ得 ラ レル程 度 ノ反 磨 ヲ招 來

ス ル量 ヲ以 テ限度 トシ、其 レ以 上 ヲ超 エ テ ・・ナ ラ ヌ。

尚 牛 月 又 ノ・1ケ 月 ノ間隔 デ2同 以 上 皮 内 接 種 ヲ實施

メ レバ所 期 ノ数 果 ヲ塘 強 セ シメ得 ル標 デ アル。

(九 大 細 菌 占 部薫 抄)e

人艘 ヨ リ分 離 セ ラ レ タ稀 有 ナ ル 抗 酸性 菌2株 ノ

集 落 解 離

W.Steenken,Jr.andA.Landau:Dlssoziationof

twounusnalacidfastorganismusisolatedfromhuman

sources.(JournalofInfectiousDiseases;Vol.58,

No.3,1936)

録 【第14巻

著 者 纏 ハ慢 性 肺 疾 患 ノ患 者 日 リ 分 離 シタ抗 酸 性 菌2

株 蛇 二BCGヨ リ分 離 シ タ 多 分 迷 入 菌 デ ア ラ ウ ト思

ノ・レル抗 酸 性 菌1株1・ ヲ供試 シ テ、共 等 各 菌 株eリ ソ

・ ゾ レ、 集 踏 性 胱 並 二 改 物 拳 的 性 状 ヲ 異 ニ ス ル憂 異

株 ヲ少 ク トモ2種 頬(R型 蛇 二S型)宛 解 離 シ得 タ.

斯 カ ル姫 異 株 ノ或 モ ノ ハ 培 養 初 期 二於 テ ハ 白 色 デ ア

ツタ カ㌔ 之 ヲ室 温 二放 躍 シ光 線 二曝 ラ シテ置 ク ト甚 シ

〃色 素 ヲ産4-、スル ニ 至 ツ 久,髪 異 株 ハ何 レモ37。5'C7.

ミナ ラ フご20℃ 二 於 テ モ猶 且 ツ搬 育 ノ得 タ。 菌盟 形態

並 二染 色 性 状 ヲ以 テ シ テ ノ・愛 異 株 間 ノ列 別 ノ・不 可能

デ γ ツタ。 爾 幼 弱期 及 ピ老農 期 二於 テ ハ 非 抗酸 性 型

が認 ノ ラ レ、坐 異 菌 ハ何 レモ多 形 態 性 ヲ呈 シテ居 タ ガ

斯 ノ如 キ事 箕 へ 環 境 條 件 が菌 ノ形 態學 的聖 異 二劉 シ

テ少 カ ラ ザ ル役 割 ヲ演 ジ テ 居 ル事 ヲ明 示 ス ル モ ノデ

ア ル。 璽 異 株 中 僅 二1株 ノ ミ が 漸 〃「マ ウ ス ・ト兎 二

精 く病 原 性 ヲ示 シタ グ ケ デ 他 ハ何 レモ諸 種 賀 験 動物

二劉・シテ病 原 性 ヲ示 サ ナ カツ タ。叉 璽 異 株 ノ・纏 テ凝 集

素 及 ビ沈 降 素 ノ・之 ヲ産 生 シ得 ナ カ ツ タ が、一 程度 ノ補

舶 結 合 性 抗 齢 ヲ微 弱乍 ラ産 生 シ得 タ。爾璽 異株 カ ラ特

異 「ツベ ル 〃 リ ン」ヲ作 製 シ得 タ カ●、各 璽 異株 接種 家 兎

ノ・異 種 「ツ ベ ル ク リ ン」二封 シテ9リ モ 同種 「ソベ ルク

リソ」二封 シテ ヨ リ強 ク反 慮 シタ。

人静 ヨ リ分 離 セ ラ レタ種 々 ナ ル 所 謂 非 病 原 性 抗酸 性

菌 ・意 義 二關 ス ル 解 葎 ・・現 在 猴 推 測 的 ノモ ノデ アル

ニ 過 ギナ イ。 併 シ乍 ラ、著 者 等 ノ・、 假 令 斯 力ル菌株 ノ

培 地 上 二於 ケ ル 態 度、 色 素 産 生 、PH曲 綜 蛇 二種 々ナ

ル環 境 二 因 ル 其 ノ多 形 態 性 等 ノ如 キ モ ノ が 非 病原 性

抗 酸 性 菌 二酷 似 シテ居 ル ト シ テ モ 斯 力ル菌 株 ヲ軍 ナ

ル非 病 原 性 菌 ト見倣 ス事 ハ 出 來 ナ イ デ ア ラ ウ ト謂 ヒ、

寧 ロ是 等 ・・一 定 ノ環 境 ノ下 二於 テ ノ・人 禮 内 ニテ疾痛

ヲ惹 起 シ得 ル ノデ ノ・ナ イ カ ト思 ノ・レル ト謂 ソ テ居 ル。

(九 大 細 菌 占 部薫 抄)

輩 個 細 胞 法 ニ ヨル 被 貧 喰 抗 酸 性 菌 ノ逼 命 決 定

L多 形 核 白血 球

MarionHotoppandMortonC .Kahn:Thefateof

phagocytizedacidfastbastbacteriaasdetermined

bythecellmethod.1.Polymorphonuclearleucccytes

(JournalofInfectiousDiseases;Vol.58,No.3,

1936)

本 實 験 二於 テ 供 試 セ ル 多形 核 白血 球 ノ・豫 メAleuronat

ヲ注 射 シテ 置 イ タ海 狸 ノ腹 腔 内 ヨ リ 探 取 シタ モ ノ ヲ

用 ヒ、 供 試 菌 ト シテ ・・Aronsonガ 蜥 蝪 ヨ リ分 離 シタ
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トコロ ノMyc・marinum及 ビ人型 結 核 菌H・37ノ 雨

株 ヲ用 ヒ更 二封 照 ノ意 味 デ枯 草 菌 ヲ モ供 試 シタ。 爾 、

観察 實施 二當 ツ テ ノ・Micromanipulator二9突'レ"mi・

cr()・dropletsinglecellmethod"ヲ 案 出 慮 用 シテ、貧

喰 セ ラ レタル菌 ノ研 究 二 甚 ダ好 成 績 ヲ 蝶 ゲ得 タ ノデ

アル。

其 ノ成績 ヲ要 約 ス'レニ、Oll+、Myc・marinumハ 試 験

管 内 ノ生 活 セ ル 多形 核 白血 球 内 二貧 喰 セ ラ レテ モ 少

ワ トモ20一 婁5時 間以 内 ニ ハ其 ノ生 活 能 二 影響 ヲ受 ケ

ル事'・ 無 イ が、人型 絡 模 菌H・37株 ハ之b同 一一・條 件 二

依 ツ テ 明 カー 傷 害 サ レ'レモ ハ 様 デ ア リ、 枯 草 菌 ・・

試験 管 内 タル ト生 開 内 タ'レ トヲ問 ハ プ,一 ・度 ビ白 血球

内 二貧 喰 セ ラ レ ワナ ラ バ 全 ワ 搬 育 シ得 ナ 〃ナ ル モ ノ

デ ア1)虹 二 「オ リ・一プ」油 及 ビ銘 油 ノ存 在 ハ人 型 結 核

菌jhl二Myc・marinum・fiff二ytシ テ 有 害 ラ・ア,レ事

9モ 亦知 リi!k「iノデ ア ル
。(九 大 細 菌 占部 薫 抄)

一 般 學 術 雑 誌

結 核 二劃 ス ルBCG(1927-1934)接 種 ノ桧 査 成

績

AronsonetDannenberg:Essaiscontr616sdevaccin・

ationcoutrelatuberculoseparleBCG(1927-1934)

(Bull.d.1'AcademiedeM6decineTome113,N'17

1935.)

1927年12月 カ ラ1934年10月 二 力 ケ テ 者 者 等 ノ・

Philadelphie/PhipPノ 研 究 室 デ70人 ノ幼 見 二 経

口的 二BCGヲ 接 種 シタ.同 ジ年 齢 ノ163人 ノ見童

ヲ接種 セ ザル封 照 ニ シタ.

ソ ノ見童 ノ 中 デ 接 種 セJレ41人 及 ビ接 種 セ ザル84人

・・開放性 結 核 ヲ認 メ タ家 族 ノ内 ニ ォ イタ.接 種 セ ザル

84人 ノ見童 ノ 内 デ10人 即 チ11.996・ ・4-30月 ノ間

デ結 核 デ死 ンダ。診 噺 ノ・5人 ・・剖 瞼 ニ ヨ リ1人 ・・謄 脊

髄液 ノ槍 査 ニ コ リ4人 ノ・反復 セ ノレX線 槍 査 ニ ヨ リ確

カメタ。BCG接 種 ヲ 行 へiV41人 ノ見 童 ノ内 デ唯1

人 即 チ2.4%ノ ・結 核 デ死 ン ダ、 黒 人 種 デ年 齢16ケ 月

ノ見童 二結 核 性 氣 管枝 肺 炎 ヨ リ生 ゼ ル螢 疹 ヲ見 タ。細

菌學 的診噺 ハ陽 性 他 ノ接 種 セ ル15人 ノ見 童 蚊 ビニ接

種 セザ ル41人 ・・閉 塞 性結 核 ノ場 合 ヲ認 メ ラ レタ ル或

・・感染 ノ見込 ヲ思 ノ・レタ家 族 ノ内 ニ オ イ タ。接 種 セ ザ

ル41人 ノ見 童 ノ 中 デ2人 ・・11ケ 月 ノ年 齢 デ結 核 デ

死 ンダ。 診 噺 ・・一 例 ハ剖 検 ニ ヨ リ 他 ノ・頸 部 稗 経 節 ノ

検 査 ニ ヨ リ確 カ メタ。BCGヲ 接 種 セ ノレ15人 ノ見 童

ハ1人 モ ソノ病 氣 デ死 ナ ・・カソ タ。 接 種 セ ル14人 ノ

見 童及 ビ接 種 セ ザ ル38人 ノ見 童 ノ内1人 モ 生 レタ

テ カラ確 實 二健 康 ナ 家族 ノ内 二育 テ タ が 罹 患 セ ナ カ

ツタ^

観察 シタ全 見童 ノ、 「ツ ベ ル ク リ ン」ノ 】1100及 ビ1110mg

デ皮 内反 磨 ヲ行 ツ タ.開 放 性 結 核 ノ中 デ接 種 セ ル モ ノ

ノ82%接 種 セ ザル80%ノ ・陽性 。 閉 塞性 結 核 ノ中 デ接

種 セ ル モ ・ ・93"・.接 種 セ ザ ル24㌔ ノ・陽性 次 二健 康 者

ノ 中 デ接 種 セ ル見童 ノ75%接 種 セ ザ ル24'r.陽 性 デ ア

.ツタ。

PhipPノ 研 究 室 ノMacPh6dran… 一ヨルX線 検 査 ・・、

開 放性 結 核 ノ中 デ接 種 セ'レ17%接 種 セ ザル57つ6・ ・正

確 ナ特 色 ヲ示 シ タ、 閉 塞 性 結 核 ノ中 デ、接 種 セ ル モ ノ

ハ 陰性 接 種 セ ザ ル5タ6デ ハ 障 碍 ヲア ラ・・シタ。 次 二

結 核 ニ カ ・ツテ オ ラナ イ 接種 セル モ ノ 及 ビ接 種 セ ザ

ル モ ノニ 於 テ ハ共 二陰 性 デ ア ル。

(京 都 府 大 飯 塚 内 科 舘 石 抄)

病 塑 ヲ呈 セ ル 場 所 ヨ リ 探 取 シ タル 菌株 ノ嚥 下 ニ

ヨ リ接 種 セ ラ レタ ル 見童=於 テBCGノ 無 害 性 二

關 ス ル 細 菌 學 的 澄 明 呂 ツ イ テ

NさgreetValt6s:Surlespreuvesbact6riologiques

del'innocul6duBCGchezdesenfantsvaccin6s

paringestiondecegermealeurnaissance,quiout

pr6sentedesaccidentspathologiques(Bull.d.L'Ac・

ad6miedeM6decineTome113,Nり17,1935.

CalmetteetGu6rin菌 ・人 類 二封 ス,レ無 害 性 ニ ツ イ

テ ノ・BCG二 關 ス ノレ會 合 ニ ゴ ツ テ 認/ラ レー 般 二殆

ソ ド承 認 セ ラ レタ、BCG-=一 ヨ リ接 種 セ ラ レq見 童 二

於 テー 般 的 死 亡 率 が殆 ン ド 牛 分 程接 種 セ ザ ・レ 茜 二比

シ テ減 ジテ ヰ ノレコ ト・・線 テ ノ統 計 ヲ示 ス所 デ ア ル。

著 者 ガ1928年 カラ1935年 二 得 な實 験 ノ・57.1＼ ノ見童

デ行 ヒBCGニ ヨ リ豫 防 ヲ行 ツ タ。

要 ス ル ニ該 實 験 ・・、該 菌株 ニ テ接 種 セ う レ タ見童 デ認

メ ラ レタ事 件 ヲー 例 ト 錐 モBCGノ 毒 性 ノ縫 績 二昂

シ得 ナ カツ タ トイフ コ ト ヲ示 シテ ヰ ル。

(京 都 府 大 飯 塚 内科 舘 石 抄)



950 抄

妊娠 結 核 患 者 ニオ ケ ル 人 工 氣 胸 ノ治 療 的 妓 果

RistetJottras:R6sultatsdupneumothoraxth6rap-

eutique('h`・zlesgestantes(Bulletinde1'acad6mie

dem6decilleT`Dme113,No.18,1935.)

132尺 ・箱 核 感 染 妊婦 ニ オ イテ、 一一力 二・・58例 二人

1二氣胸 ヲ妊 娠 二先 ソ ジテ行 ヒ、 他 方 ニ ハ74例 二人1二

氣 胸 ヲ妊 嫌脛 過 中 二行 へIV二 前 者 二於 テ ハ 人1二氣 胸

ノ治療 二成敷 シ、 治 療 中 二懐 妊 セ リ。

58例 中:S9例 ハ尺1:nt胸 後1`1竃 有 億 ニ シテ妊 娠 セ リ。

ソ ノ中26例 ノ・確 賀 二治 癒 セ リ。 良結 果 ト認 メ ラ レ シ

バ ソ ・中20例 ニ シテ妊 娠3ケ 月及 ビ ソ レ坦 後 ニ シ

テ、 而 モ 尺工氣 胸 後5年 以 上 二於 テナ リ。即 チ治 癒 ノ

67%ナ リ。 他 方 人]二氣胸 施 行 後1年 以 内 二懐 妊 シ初

メ タ'レ19例 中12例 ・・治 癒 セ リ。 即 千63%。 ソノ際

良 敷 果 ハ妊 娠 後3年 以上 二 於 テ 確 カメ ラ レタ リ。9

例 ニ テ ・・人 工 氣 胸施 行 後4年 以 後 ニ テ、出産 後2年 以

内 二於 テ、 他 ノ3例 ・・氣胸 施 行 後3年 以 内 二於 テ、

次 二人 工 氣 胸 ニ ヨlv治 療 ヲ行 ヘ ル 結 核 妊嬬 ノ第2ノ

場 合 ヲ見,レニ、妊 婦 ノ初 期 以 後 二於 テ人 工氣 胸 ヲ行 ツ

タ74例 ニ ツキ見 ル ニ33例 二於 テ 良妙 果 ヲ認 メ タ リ。

即 チ45%ノ 成 敷 率 ナ リ。 明 力 二前 者 一 比 ス レバ低

イ。(京 都 府 大 飯塚 内 科 舘 石抄)

結 核 二 於 ケ ル 馬血 清 ニ ヨ ル實 駿 的 「タ ヒア レルギ

■ 」

Vincent:Latachyallergieexp6rimentalehlatuber・

culoseparles6rumdechiva1(Bulletinde1'acad-

6miedem6decine.Tome113,No.21,1935.)

著 者 ・・從 來結 核 患 者 ノ皮 膚 内 二注射 シ タ 馬血 清 ノ有

害 性 ヲ詮 明 セ ソ ト努 メタ。

N.Jousset・ ・既 二結 核 感 染 「モ'レモ ッ ト」一馬血 清 ヲ

注 射 ス ル ト、ソノ障 碍 ノ・重 篤 デ且 ツ加 速 度 的 ナ ル コ ト

ヲ見 ル トイフ。 即 チ異 種 血 清 ・・重 篤 ナ 障 碍 ヲ來 ス 原

動 力 ノ様 二働 ク、アタ カモ 「ツ ベ ル ク リ ソ」ヲ結 核 患 者

二極 メ テ大 量 注 射 セル 場合 二似 テ ヰ ル。

著 者 ノ・實 験 二當 リ 「モ ル モ ッ ト」二少 量 ノ馬 血 清 ヲ菌

ノ注射 ト同時 二或 ノ・注 射 ヨ リ数 日前 二皮 内 二注 射 シ

タ ル ニi欠 ノ如 キ結 果 ヲ見 タ。

1、 血 清 及 ビ菌 ノ同 時 注 射 ノ場 合

血 清 及 ビ菌 ノ無 害 量 ヲ注 射 シタ 「モ ノレモ ッ ト」二於 テ

非 常 二廣 範 園 二亙 ル 障碍 ヲ 來 シテ オ ル 所 ノ結 核 病 璽

ノ非 常 二重 キ場 合 ヲ認 メル。

要 ス ルニ60匹 デ行 ヘ ル3列 ノ實 験 成 績 ノ・全 クー 致 シ
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テ オ ル。 仰 チ新 シ イ 「モ ル モット」二結 核 菌 ト同時 二注

射 シ 〃馬 血 清0.5ca量 ノ・該 動 物 ノ紹 核 病 憂 ヲ非 常 二

助 ケ ル。kti核 病 轡 ヲ起 ス ノ ニ 鵬 ノ8・000カ ラ3・000

ノ 肚 ヲq・7・1レ際 菌 ノ2、OOO,1.OOOth500或 ノ・100ノ

量 デ血 清 ヲ注 射 シタ所 ノモ ノ ニ 結 核 璽 化 ヲ起 ス ニ充

分 デ アル。 此 ノ事 賀 ・・lll射ス ル 菌 二血 清 ヲ混 入 シ タ

場 合 叉 血 消 ト菌 ノ接 種 が別 々二注 射 サ レ タ 場 合 ト錐

モ観 雍 サ レ'レ。

ll、 菌 」:射倣H前 二血 清 ヲ注 射 セ,レ場 合

要7.2V二1血1消 ノ作 川 ノ・鍛1ヨ ヲ出 デ ズ シ テ 消 失 ス ル ヨ

ウ ニSL-J-'レ。15H後 「モ ル モット」ノ・廣 範 園 ノ障 碍 ヲ示

シ封 照 ヨ リ多 少 強 ク紹 核病 曼 ヲ來 シテ ヰ ル●

然 シナ カ・ラ3H後 ニ ハ血 清 ノ結 果 ・・伺非 常 二 多核 デ

ア ル。 卯 チ5匹 ハ結 核 二 罹 り内2匹 ・・一般 的障 硲 ヲ

現 ハ シテヰ ル。

結 核 病 墜 ノ分 布 蛇 ピ ニ 「モIVモ ットJ二 注 射 シタ 菌t

ニ ヨル作 用 ノ不 規 則 ナ ル コ トノ・叉 見逃 セ ヌ。

然 シナ が ラ三 階 級 ノ 間 二明 カニ 結 核病 愛 ノ 階 段 ガア

ル。即 チ血 清 ヲ 直 接 注 射 セ ル 時 ノ・菌 ノ 少 量 ヲ以 テ9

匹 ・・病 塑 ヲ來 ス。3日 前 二血 清 ヲ ヤ ル ト5匹 、15日

前 二血 清 ヲ注 射 ス ル ト3匹 結 核 二罹 ル。

封 照 帥 チ血 清 ノナ キ モ ノデ ノ・2匹 が結 核 二罹 り而 モ

菌 ノ最 大 量 ヲ以 テ辛 ウ ジテ。

皿、 事 實 ノ解 鐸

「ア ンチ ア レル ギ ー」トイ フ時 期 ノナ イ直接 「ア レル ギ

ー」が ア ル
、 之 帥 チ吾 々 ノ所 謂 「タ ヒ ア レル ギー'Jデ ア

ル。 吾 々・・「タ ヒア ナ フ イラキ シーご ナ ル言 葉 ヲ用 ヒ

ナ イ。 何 トナ レバ 「ア ナ フ イ ラ キ シー:現 象 ノ如 〃漕

伏 時 期 ガ存 在 シナ イ。「モ ル モ ッ ト」ノ反 慮性 状 態 ノ璽

化 ノ・潜 伏期 ナ シニ起 ル。 郎 チ 「タ ヒ ア レル ギ ー」ノ・一

時 的 デ ア リ、 アル 日数 後 二輕 減 シ消 失 ス ル、即 チ異種

血 清 少 量 注 射 後 生 髄 内 二作 ラ レ ル 奇 異 ナ ル現 象 ガア

ツ テ、 ソノー ・・同 一血 清 二封 シ テ「ア ナ フ イ ラ キ シー」

二達 シ、 他 ・・潜 伏期 ナ ク シテ結 核 二封 シ直 接 「ア レル

ギー ヲ作 ル。

総 テ實 地 上 ノ黙 二於 テ 「タ ヒ ア レル ギ ー」ナ ル事 實 ハ、

異種 血 清 ヲ以 テ治 療 ノ目的 ノ下 二 注 射 サ レタ 場 合 二

特 二見 童 二於 テ特 別 ナ注 意 ヲ擁 ノ・ネ バ ナ ラ ヌ。何 トナ

レバ ソノ瞬 間 二感 染 ニ ヨ ル結 核 傳 染 二 笥 リ感 受性 ヲ

有 ス ル カラデ ア ル。 幸 ヒ ニ 「ア レル ギ ー」ノ ソノ事 實

バー 過 性 デ ア ル ヨウ ダ。然 シナ が ラ オ ソラ クノ・ア ル事

實 ノ内 デ結 核 ノ謹 明 セ ラ レ ナ イ 見童 ガ血 清 ノ注 射後
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アル結核 ヲア ラハ ス、郎 チ 「タ ヒア レル ギ ー1ノ 時 期 二

感染 シ ウル トイ フ場 合 ノ辮 明 二遭 遇 ス ル ダ ラ ゥ。 ソコ

デ コノ事 實 ハ學 術 的 興 味 ノー 力 面 二於 テー ツ ノ 實 地

上重要性 ヲ持 ツ テ キ ル。(京 都 府 大 飯 塚 内科 舘 石抄)

軍隊 呂於 ケ ル 「ツペ ル ク リン」皮 虐 及 癒 ノ統 計 及

陰性 及感 ノ高 率 呂就 テ

J.Trosier,M.BarietyetP.Nico:Unestatistique

Iecutir6actiontUberculiniquedans1'arm6e.Pource・

ntage6rev6desr6actionsn6gatives.(Bull.de1じ

Acad.deM6d.,1935,t.114,N.26,P.54)

著 者ノ・20-21歳 ノ壮 丁線 計132人 中33人(25%)二

於 テ「ツ ベ,レク リソ」皮 膚 反 慮陰 性 ナ ル ヲ認 メ タ。叉 疑

問 ノ反感 及遅 速 反 慮 ヲ加 へ,レ ト 「ツ ペ,レク リ ン」二封

シ敏 感 ナ人 ノ・尚19人(14・406)堆 加 スJレ割 合bナ'レ.

叉都 市 ヨ リ來 タVjレll丁75人 中57人(76.%)・ ・陽性

反慮 ヲ示 ス。 中8人(10・0θ の ノ・疑 問 反 磨及 遅 速 反 慮

ヲ示ス。 爾 ホ完 全 ナ ル陰性 反庶 ヲ示 セ ル モ ノハ10人

.(13.3ク。)デ アッ タ。(京 都 府 大 飯 塚 内科 鈴 木 抄)

分光器 分 析 法=ヨ ル結 核 菌 及 「手7テ リー 」菌 ノ

螢光 ノ研 究

Ch.Dh6r6etLRapetti:Lesfiuorescencesbact6rie・

nnes6tudi6esaumoyendel'analysespectiale;Baじ

illesdelatuberculoseetdeladipht6rie.(Bu1Lde

L'Acad.deM6d.,1935,t.114,N.27,p.96.)

著 者ハ結 核菌 及 「ヂ フテ リー1菌 ノ螢 光 ヲ分 光 器 ノ分

析法 ニ ヨ リ研 究 シタ。 ソ ノ中結 核 菌 二於 テ ・・、Ldwen・

stein氏 斜 面 培養 及 「グ リセ リ ン」斜 面 寒 天 培 養 上 ノ

結核菌 集 落 ノ・特 有 ノ壁 光 性 「ス ペ 〃 トル ム」 トシテ檀

赤色 ノ所 デ光輝 アル分 光 帯 ヲ示 ス。 此 ノ螢 光1ス ベ ク

ト'レム」ノ・培 養 が注意 深 ク濾 過 サ レタ 紫 外 線 及 ビ紫 色

光線 デ照射 セ ラ レタ時 分光 器的 践 察 ヲ行 フ ト 直 チ ニ

出現 ス ルモ ノデ ア ル。

著 者 ハ叉 腎 臓結 核1人 ノ尿 力 ラ 分離 シタ1菌 株 ヲ用

ヰ テ観察 シタ。 即 チ3-4週 目二於 ケ ル 「グ リセ リy」

寒 天上 ノ培 養 ハ定 型 的 ノ外 観 蚊 一 定 型 的 ノ位 置 ヲ備

ヘ タ光 輝 ア ル螢光 帯 ヲ示 シタ。或lv試 験 管 培 養 ・・猶2

年 後 モコ ノ螢光 帯 ヲ示 シタ モ ノガ ア ル。コ ノ螢 光 帯 ノ

波長 ・・常 二625m.F附 近 デ 見 出 サ の レ。 叉`グ リセ リ

ン」寒 天培 養 基 上 二非 常 ニ ヨ ク植 エル恥 垢 菌 ・・此 ノ培

養 基二於 ケ ル結 核 菌 ノモ ノ ト實 際 上 同 一 ノ螢 光 「ス ペ

〃 トム」ヲ與 へ,レモ ノデ アル。

(京 都 府大 飯塚 内科 鈴 木 抄)
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1才 ス ロ」ノ■學 者 間 二於 ケ ル 結 核 卜BCG・ ワク

チ ン 」接 種 ニ ヨ ル結 核 ノ豫 防

M.Scheel:LatuberculoseparmiLesbtudiantsen

M6decined'Osloetsapr6ventionparlava㏄ination

auBCG.(Bull.deL'Acad.deM6d.,t.114,N.28,

P149)

「オ スロ」ノ段 學 舌問 ノ結 核 橘 病 李 ノ・同 年配 ノ種 々 ノ

職 業 二從 事 セ ル モ ノ・結 核 罹 病 挙 ヨ リモ逼 カ ニ多 イ。

從 ツテ桔 核 療 養 所 二於 ケ ル 研 究 者 ハ特 二結 核 ヨ リ保

謹 ス'レ必 要 が ア ル所 以 デ ア'レ。次 二結 核 療 養 所 二入 ル

前 二皮 膚 反 晦 が陰 性 デ ア ツタ 人 ハ 「ア レル ギ ー 性 ノ

人 ヨ リモ3倍 ノ結 核 罹 病 率 ヲ示 シタ。叉 始 メ皮 膚 反庶

ガ陰 性 ノ人 デ ノ・BCG「 ワク チ ン」接 種 が有 数 ナ ノヲ示

ス。 即 チ其 ノ結 核 罹 病 率 ・・「ワ ク チ ンJヲ 接 種 セ ナ イ

モ ノ ・示 ス擢 病 率 ノ約 牛 分 以 下(即 チ1.95%)ノ 罹病

率 ヲ示 シタ。(京 都 府 大 飯 塚 内科 鈴 木 抄)

結 節性 紅 斑 卜結 核

J.Huber:Eryth6menouluxettuberculose(Bull.

etM6moir.delaSoc.M6d.desHopit.deParis,

1935N.22p.118)

1934年Ambroise・Par6ノ 病 院 デ親 シク著 者 力'観察 シ

タ2例 ノ若 イ患 者 二 於 テ 結 節性 紅 斑 二罹 リ数 日 デ治

癒 シ タ モ ノ ガ ア ツタ。治 癒 シタ瞬 間 二皮 膚 反 懸 ヲヤ ル

ト陽 性 二現 ・・レ而 モ 結 筋性 紅 斑 ノ小 結 節 ノ新 シ イ登

疹 ガ再 蟹 シタ ノヲ見 タ。之 ・・果 タ シテ結 節 性 紅 斑 ノ偶

然 ノ再 號性 出 現 ニ コル モ ノ 力叉 ・・結 節 性 紅 斑 が皮 膚

反 磨 ノ際 二再 童 ス ル 可能 性 ア ル カ ドウ カ バ 不 明 デ ア

ルo

次 二Dr.Ogliastri卜 共 二 者 者 が観 察 シ タ 第2例 ハ

11歳 ノ若 イ少 年 デ ア ソ タ。 数 ケjl以 來 無 熱 デ 始 メ・・

何 等 ノ臨 休 的症 状 或 ハ胸 部 ノ 「レ ン トゲ ンー學 的愛 化

モ無 ク、叉 認 ムベ キ淋 巴 腺 ノ腫 脹 モ無 力 ツ タ.絶 封 安

静 デ観 察 シ タニ拘 ノ・ラズ、其 後 蟹熱 歌 態 力績 キ、 現在

ノ・「レ ン トゲ ン」學 的 二右 ノ 肺 門 部 淋 巴 腺 ノ禰 蔓 性愛

化 ヲ示 シタ.此 ノ 「レン トゲ ソ」學 的症 状 ノ出 現 以 果

熱 ・・下 降 シ タ が、結 節 性 紅斑 が現 ハ ル ・二至 ツ タ。 然

シ熱 ノ再 獲 ハ無 力 ツ タ。此 ノ例 デ注 目ス 可 キ ノ・結 節性

紅 斑 ・・先 行 シテ 現 ・・レナ カツ タ カ、肺 ノ局 所 性愛 化 ヲ

件 フ テ現 ハ レ タ事 デ ア ル.著 者 ノ意 見 ニ ゴ レペ 結 節

性 紅斑 ・・結 核 ノ初 期 感 染 二隠 件 シ テ 特 レカ ラ シ テ結

核 ト關 係 が ア ル モ ノ ト思 ・・レ・レカ ラ シ テ 此 ノ皮 膚徴

候 モ結 核 ノ臨 林 的 初 期 症状 ノ現 ハ レ ノ 中 二算 入 ス 可
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キモ ノデ アル トノ コ トヂ アル。

(京 都 府 大 飯堀 内科 鈴 木 抄)

結 核 ヲ張 ク疑 ハ シム ル1リ ウ マチ ス 」性 結 節性 紅

斑

M.G,Railliet:Eryt11心menomuxhformorhumati.

smale,、v(・cfortepr6somptiondetuberculose(Bull.

etM6moir,delaSo`・.M6d.desHopit.d(・Paris.,

1935N.23,p.1129)

本 例 ハ遺 俸徽 毒 患 者 ト思 ・・レ ル 若 キ如{二於 ケ ノレ納 節

性 紅斑 ハ イ列デ、結 核 二關 シテ ハ臨 腺1`.昌 ハ少 シ ノ痕

跡 モ 無 か ソタ。此 ノ際 關 鮪 痛 が最 モ著 明 ニ シ テ1サ ル

チ ノレ」酸 蝋 ノ中 等 量(8瓦)デ 容 易 二軽 快 セ ン ノ得 。 此

ノ例 二於 ケ ル病 原 論 ト シテ 先 ヅ 「リ ウマ チ ス」 ヲ珊 ゲ

ル事 が 出來 ル。 帥 チ患 者 ・・3ケ 月 間急 性 關 節 「リウ マ

チ ス」デ入 院 シテ居 ツ テ「サ ル チル」酸 剛 デ而 モNIi}Vl.二

癒 ツタ カラ。

然 シナ が ラ コ ノ關 節 炎 ト共 二現 ・・レ タ 氣 管枝 性肺 炎

ノ原 因 二於 テ ハ 結 核 ノ初 期 感 染 ノ急 性症 状 ト關係 シ

テ ・・ヰ ナ イ カ ヲ ー 慮 疑 ・・ネ バ ナ ラ ヌ。 爾 ホ3ケ 月後

二行 ソ タ1レ ソ トゲ ソ」撮 影 ・・肺 ノ實 質 性 障 碍 ノ・ナ ク

テ軍 ナ ル 肺 門 部淋 巴 腺腫 脹 ヲ 示 シ タ ノ ミデ ア ツ タ。

然 シ皮 膚 反 慮 ・・強 陽 性 、Verne氏 反 晦 モ 陽 性 ヲ示 シタ

カ●、L6wenstein氏 法 ニ ヨ リ行 ・・レタ結 核 菌 ノ血 液培

養 ノ・陰 性 デ ア ツタ。(京 都 府 大 飯 塚 内 科 鈴 木 抄)

R.Grain氏 法=ヨ ル 電 氣 麻醇 ニ ヨ ル喉 頭 結 核 ノ

際 ノ痙 痛 性嚥 下 困 難 二 封 ス ル劃 症 療 法

Laignel・LavastineetG,Rosenthal:TraitementSy・

mptomatiqueetcurateurdeladysphagiedouloureuse

delalaryngitetuberculeuseparl'anesth6sie61ectr・

ique(M6thodedeR.Grain)(Bull.etM6moir.dela

Soc.M6d.desHopit.deParis.,1935,N.25,p.1279)

喉 頭 部 ノ麻 酔 ニ ヨ リ 嚥 下 困難 ヲ抑 制 ス ル治 療 法 ハ無

倣 ニ ア ル。例 ・、バ局 所 麻 酔 法 、喉 頭 手術 法 、Hoffmann

氏 法 ニ ヨル9096「 ア ル コ ー ル」ノ耐経 注 射 法、1ヂ ア テ

ル ミー」等 ガ アノレが是 等 ・・皆奮 式 ノモ ノニ罵 ス。Dr.

Grainノ ・嚥 下 困 難 ノ封症 療…法 二 關 シ研 究 シ、大 層 簡 軍

ニ シテ敷 果 ア ル麻 酔 法 ヲ考 案 シタ。之 ノ・何 等 内的 外 的

ノ操 作 ヲ加 ヘ ノレコ トナ シ ニ 直 チ ニー 瞬 シテ喉 頭 部 全

部 ノ麻 酔 ヲ爲 シウノレモ ノデ ア ル。一般 二此 ノ際 用 ヰ ル

電 導 子 ノ・5/lo粍 ノ厚 サ ヲ有 ス ル不 酸 化 性 ノ鍋 鐵 ヨ リナ

リ、 前 ノ電導 子 ノ・縦75粍 、 横35粍 デ後 ノ 電 導 子 ノ・

100粍 ト35粍 ノ大 サ デ アノレ。 身盟 接 燭 部 位 二 ・・1糎
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位 ノ厚 サ ノ綿 ヲ〃 ツ ・ケ 通 度=漁 潤 サ セ テ置 〃。2

%沃 度 「カ リ ウム」液 ヲ履 シ ツ ・前 ノ電 導 子 ノ・ZF流電

氣 ノ陰 極 二、啓 通 ノ水 ヲ浸 シタ 後 ノ 導 子 ・・陽 極 昌繋

グ。 而 ンテ 前 ノ電 導 子 ノ・喉 頭 ノ前 二、後 ノ電 導 子 ハ丁

、度帆反i射 ノ項 部 二 置 ク。 電 カ バ10-一一12「sリ ァ ンペ
ー))1デ 電 敏泊 療 ノ時 閥 ・・牛 時 間bシ 、 着er必 要 ア レバ

時 間 ヲ延 バ ス。 電 氣泊 療 同 数 ハ麻 酔 ガ24時 間 二蓮 ス

ル迄 毎11反 復 ス ル。 然 ン終痛 が再 現 ヌ ル 瞬 間 ニハ止

ノ ナ ケ レバ ナ ラ ヌn

以 前 ・治療 法 二依 ル麻 酵 時 間 ・・ノく抵 第1同 ノ時 ハ長 イ

が、第2同 ノ時 ハ短 カ ク ナ ル カ'本療 法 ノ・之 ト異 ナ リ回

ヲ重 ネル 毎 二麻 酔 時 間 ハ長 クナ1レ。例 《 バ第9回 目 ノ

電 氣治 療 ノ際 ノ麻 解 期 間 ノ・患 者 ノ個 性 二依 り異 ナ'レ

ケ レ共72時 間 が一 番 鋭 イ方 デ啓 通 ハ モ ッ ト畏 イ麻 酢

時 間 ヲ示 ス モ ノデ アル。(京 都 府 大 飯 塚 内 科 鈴木 抄)

肺 結 核 二鮒 ス ル1ヤ トコ ニ ン 」ノ妓 県 二就 キテ

長 崎 醤科 大學 影浦 内科 橘 川 謙 一;{:長 崎 啓 科 大學 雑

誌 、 第14巻 、6號 、919頁)

著 者 ・・「ヤbコ ニ ン」ヲ隔 日注 射 セ ル モ ノ12例 及 ビ此

レノ封照 ト シテ何 等 「加 レシュウ ム」剤 ヲ注 射 セ ズ、安

静 療 法、 榮 養療 法 等 ヲ行 ヘ ル モ ノ59例 二就 キ、 初 期

結 核 、 堆 殖 性 型 、 滲 出性 型 二分 チ テ 治療 敷果 ヲ比 較

戴 察 セ リ。

初 期 結 核 二 於 テ ノ・「キ トコ ニ ン」ヲ注 射 セ ル モ ノモ、非

注 射例 モ略 ζソ ノ敷 果 伯 仲 シテ、 輕 快 、全 快 ノ経 路 ヲ

タ ドル モ、唯 全 快 卒 ハ僅 カニ 「ヤ トヨ占 ノ」注 射 例 二於

テ優 レタ'レガ如 キ観 ア リ。 然 レ ドモ 特 二封 照 二比 シ

テ本 剤 ノ著 数 ヲ認 メ得 フご.培 殖 性 型 二於 テ モ、 「ヤ ト

コニ ン」ノ注 射 ニ ヨ ル著 敷 ヲ認 ム,レ事 ヲ得 ザ レ ドモ、

特 二本 型 二 於 テ ハ或 ル症 例 ニハ精 ζ有 敷 二、或 ル症 例

ノ・稽 ζ墳 悪 ヲ示 スモ ノ ア ル が如 シ。故 二本 剤 ノ注 射 ヲ

ナ ス ニ當 リテ ノ・、本 型 二於 テ ハ患 者 ノ適 慮症 ヲ選 定 ス

ル ニ、最 モ深 甚 ナ ル注 意 ヲ要 ス。 滲 出性 型 ニ ア リテ ・・

本 刺 ノ注射 例 二於 テ ・・、 封 照 二 比 シ テ 堆 悪 ヲ認 メ、

「ヤ トコ ニ ン」が活 動 激 シ キ結 核病 竈 二封 シ テ
、果 シテ

治 癒 的 能 力 ヲ有 ス ル ヤ否 ヤ ヲ疑 ・・シム。

(長 崎 屠 大 橘 川 自抄)

結 核 病 璽 ノ組 織 獲 生 學

竹 内 清(第26同 日本病 理 學 會 宿題 報 告 要 旨)(東 京 醤

事 新 誌2977號 、 昭 和11年4月11日 、22--24頁)

著 者 ノ・「白血球 性 病 竈 二就 テ」、 「病 竈 二於 ケ ル結 核菌

ノ壊 滅 」、 「再 感、 初 感 ノ差 異 」、「病 竈 ノ振 大 ト堆殖 性
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爽症二就テ1/4項 二亙 リ結核病聖 ノ組織戦生攣 ヲ論

ジテ居ル。

1、 白血球性病竈 二就テ・結核菌二封 シテ・ 白血球

(圭 トシテ多核)ガ 集結スル病愛、即白血球性病竈ハ結

核病愛ノ内特二重要硯 ス可キ璽化デアリ、結核菌壊減

ヲナスモ ノデアル。

2、 病竈二於ケル結核菌 ノ壊滅、結核病竈 ・色素吸著

力並二色素 ・血管透過性二關スル實験、動物乾酪(膿)

ノ作用ニヨル結核菌破壊 ノ實験、動物拉 尺胎病竈内結

核菌壊滅像等ニヨリ結核病愛 ノ内、白血球性病竈が最

モ抗菌的二作用 シテ居ル事 ガ認 メラレル。

3、 再感、勧感 ノ差異、再慈染動物二於テ・・色素二封

スル血管透過性高マリ、結核菌 ・破壊ガ盗デアル。再

感竈ハ滲出性炎症ザ高度高汎デアル。

4、 病竃ノ据大 ト培殖性炎症 二就 テ、病竃中央部 ノ結

核菌ハ死滅シ、邊縁部 ノ菌 ガ外側二据散的叉他動的二

移行シ、白血球滲潤 シ、病竈据大スル。

「カ ル ミンJ生 艦 染 色 ヲ行 ツ タ粟 粒結 核家 兎 二於 テ、桔

節 中 心 ノ頬 上 皮 細 胞 ハ 「カル ミン 瓢 粒 ヲ探 ラナ イ。

從 テ粟粒 紬 箱 中心 ノ細 胞 が 額 上 皮 細 胞 ラ'ア'レナ ラ ・《、

顛 上 皮 細胞 ハ組 織 球 デ ナ イ。

乾酷 竈 内 ノ格 子状 織 維 ハ 塘 殖 性 炎症 ノ遣 物 卜云 フ ヨ

リモ寧 ロ新 生 ノ層モ ノ ト考へ η方 ガ ヨ イ。

格t'状 横 維 ノ新'k及 其 他 ノ所 見 二 」 リ、漿 液性 織 維 素

性 炎 症 カ ラ塘殖 性 炎 症 二移 行 ノ 陽{コ トヲ想 像 スル

死 菌 又 ハ壊 減 菌 ニ ヨ リ頬 上皮 細 胞 性 反感 が表 バ レル

コ トザ 多 イ。

Lキ シロー ル1及 結 核 菌注 射 ヲ行 ツ タ 家 兎 二肺 上 皮癌

様 異 型 増殖 ヲ來 シタ。

5、 結 語、 「結 十t,菌ノ破 壊 ハ圭 トシテ 白血 球 性 反嘩 ニ

ヨ1)テ 行 バ レル 」。 「類 上皮 細 胞 、 巨態 細 胞 」緩 穣 球 ハ

破 壌 死 滅 又 ノ・弱毒 後 ノ菌髄 壊容 吸 壊97・,レ

東 京 市療 黒 丸抄 ン
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ノ者ハ履歴書(本 籍、現住所、兵役關係、現俸給等)及

醤師免許詮 ノ罵 ヲ添へ至急術生課長宛申込マレタシ

記

新潟縣中頸城郡直江津町 ニアル縣ノ細菌槍査室二勤

務スル者1名

1.衛 生技手

2.俸 給 ハ履歴二俵 リテハ判任三級迄支給 ノ見込

3.新 卒業生ニテモ可ナ リ但 シ細菌検査 ・心得ア

ル者
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